
第飢号住居跡出土遺物観察表　第相国）

番項 目 軸 器楯 日野 扇 覇　 胎土　 色調 i‾‾焼成 ！　　 手法の特徴　　 ！‾‾‾‾‾‾‾‾出土位置 ！‾‾‾‾‾…‾議‾寿

ふ日　　工帥器 鉢 10。8　　5，5
36溌 雷謡 英 O　 にぶ減 普通 外醐 いパケ自整形湖 面へラげ　 霊 商　 £浣

342　 土師器 壷 12．8　は3．3） 長有・石英 ・
雲母 ゆ赤色粒子 にぷい橙

普通 完票慧禁 欝 雪豊 謡 誓 言 響 慌 ㌫ 忘 「酌

343　 土師器 ミニチュア
士器 6．0　　 3．7 2．8　長石を赤色粒子　 灰褐 普通 下段外面弱いハ用 整私 内面げ　 雷孟孟 ‾　 霊芸

i‾‾‾　 種別　 ‾‾‾‾扇　 幅 i孔径 i‾‾‾重量 ！…‾‾‾…‾ 材質
特　 徴 出土位置 備考

D P却7　　 士王　　　 3．3　　 3．3 0や5　　 33．5　　　　　 土 外面ナデ 東コーナー
付近下層

D P208　　 士玉　　　 2．9　　 3。4 0．7　　 29。3　　　　　 土 外面ナデ 南東壁付近
床面

狩野209　　 土玉　　　 2．9　　 3。1 0．7　　 25．4　　　　　 土 外面ナデ
南東壁付近

床面

m P210　　 土玉　　　 2．6　　 2．7 0．6　　　 施4　　　　　 土 外面ナデ 南西壁付近

床面

D P2H　　 土玉　　　 3．4　　 3．4 0．5　　 ：仕丁　　　　　 士 外面丁寧なナデ 北西壁付近
床面

脱 瑚 不明土製副 （2・3）陣 5） （1項 目 諏 月　　 土 外面ナデ 上層

．′　　　＿　　　′′；′＼1′　　二、・！

位置　調査区西部のc c区に位置し　標高器。mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　中央部を東から西に第　号藩に掘　込まれている。

へ　：　　－　　’・h′　－　　′・′′　　　　ノ　、　ノ′　　∵∴ノ・．．ノ′　　　　・′

も外傾して立ち上がっている。

應　ほぼ平坦でありタ各コーナー付近を除いて踏み固められておりタ壁清が全属している。またタ南東壁の中

央部付近から北西壁に向かって　長さ。m　幅はcmほどの液状の掘り込みが検出されている。

炉1か所。中央部よりかなり南西側に位置しタ長径52cm　短径罰cmほどの楕円形で，床を摘。mほど掘りく

ぼめている。炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量
3　にぷい赤褐色　　ローム粒子少量

ピット　確認できなかった、、、

貯蔵究　南コーナー部に位置し，長径52cmタ短径45cmほどの楕円形で　深さは鮎cmである。底面は平坦でタ

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量

2　極暗褐色　　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

穫羞　7層からなりタ　レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　　ローム粒子微量

2　極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化物微量
3　極暗褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　焼土ブロック微量

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

遣物出藍状況　土師器片256点藩台8タ壷16，甑5　襲類22の　土製品2点（士玉）が南東側の特に貯蔵穴

付近を中心に出土しており，図示できたものは13点である。345は貯蔵穴内の覆土上層，34703490350の351

は貯蔵穴付近の床面から遺棄されたように横位で出土している。344は北西壁付近の覆土上層，3抽ま南コーナ
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ー付近の覆土中層，348は北西壁付近の覆土中層，353・354は北西壁付近の覆土中層からいずれも投棄された

ような状態で検出されている。そのほか，混入した縄文土器37点，埴輪片30点が出土している。

所見　貯蔵穴付近床面からは，ほぼ完形の壷が4点まとまって出土し，貯蔵穴との関連が想定される。時期は，

出土土器から4世紀前半頃と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　1m

L二一　；　二」

第182図　第95号住居跡実測図・出土遺物実測図（1）

－196－

0　　　　　　2m

L l　－－＝∃

10cm

L一　一l一　一一1



第183図　第95号住居跡出土遣物実測図（2）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

344 土師器 高士不 20．2 14 ．6 17．0
長石 ・石英 ・

橙 普通
器受部 ・脚部外面へラ磨き，器受け部内面 北西壁 80％

赤色粒子 ヘラ削 り，ヘラ磨き，脚部内面パケ目整形 付 近上層 PL 19

3 4 5 土師器 器台 8．8 9．2 1 1．6 長石 ・石英 橙 普通
器受け部内 ・外面 ・脚部外面へラ磨 き，

脚部 内面へ ラ削 り，窓 3 か所
貯蔵穴内

95％

PL 16

3 4 6 土師器 器台 8．3 10．0 12．0
長石 ・石英 ・

橙 普通
器受部内 ・外面 ・脚部外面へラ磨 き，脚 南コーナー 95％

雲母 ・赤色粒子 部内面パケ目整形，窓 3 か所 付近床面 PL 16

3 4 7 土師器 器台 8．6 8．5 1 1．8
長石 ・石英 ・

赤色粒 子
橙 普通

器受部外面 ・脚部内 ・外面へラ磨 き，窓

3 か所
貯蔵穴内

90％

PL 16

3 4 8 土師器 器台 9．6 9．7 13．4
長石 ・石英 ・

明赤褐 普通
器受部内 ・外面 ・脚部外面へラ磨 き，窓 北西壁付近 80％ 赤彩

赤色粒 子 3 か所 中層 P L16

3 4 9 土師器 13．1 23 ．2 6．8
長石・石英・雲母 ・

橙 普通
口辺部外面へ ラ磨 き，体部上段 から中段

貯蔵穴内
95％

宣E 赤色粒子 ・礫 パケ目整形，下段へラ削 り後へラ磨 き PL 22

3 5 0 土師器 13．7 23 ．6 6．1
長石 ・石英 ・ にぷい 普通

口辺部から頸部外面 ・口辺部内面パケ目
貯蔵穴内

95％ 外面

呈E 雲母 ・礫 橙 整形，体部外面パ ケ目整形後へラ磨 き 赤彩 PL22

3 5 1 土師器 10．9 19．2 5．0
長石 ・石英 ・

橙 普通
口辺部から体部外面下段 ・口辺部内面へ

床面
95％

宝E 赤色粒 子 ラ磨 き PL 22

3 5 2 土師器 壷 13．8 （20．6） －
長石 ・雲母 ・

赤色粒 子
浅黄橙 普通 頸部 内 ・外 面パケ 目整形 ，輪積 み痕 中層

30％

体部摩滅

353 土師器 嚢 19．5 23 ．2 5．9
長石・石英・雲母 ・

赤色粒子 ・礫
浅黄橙 普通

口辺部から体部外面下段 ・口辺部内面パ

ケ目整形，輪積み痕，底部木葉痕
中層～下層

80％

煤付着 PL25

3 54 土師器 甑 17．6 15．3 4．8
長石 ・石英 ・

赤色粒 子
明赤褐 普通

休部上段 から中段弱いパケ冒整形，外面

下段へラ削 り，単孔
中層

90％

PL 3 1

番号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材 質 特　 徴 出土 位置 備考

DP2 13 土玉 3．1 3．0 0．7 2 6．4 土 外面 丁寧なナデ 中層

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　 徴 出土位置 備考

DP2 14 蓋 （4．6） 4 ．5 1．8 15．2 土 つ まみ部貼 り付け，つ まみ部孔径0．3，外 面ナデ － PL4 1

第96号住居跡（第185・186図）

位置　調査区西部のClb8区に位置し，標高27．8mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　東コーナー部から，北壁に延びるように第5号溝に掘り込まれている。
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第185図　第96号住居跡実測図
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規模と形状　長軸5．7m，短軸5．4mほどの方形で，主軸方向はN－670－Eである。壁高は15～38cmで，各壁と

も直立ぎみに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝が仝周しており，南壁の中央部付近から北壁に向か

って，長さ1．1m，幅30cmほどの溝状の掘り込みが検出され，さらにこの溝と直交するように東壁から西壁に

向かって，長さ2．6m，幅30cmほどの土手状の高まりが見られた。また，北側を中心に大量の焼土塊が検出さ

れている。

炉　中央部よりやや北側に，重複して2か所確認されている。炉1は炉2を掘り込み，長径54cm，短径40cm

の楕円形で，床を15cmほど掘りくぼめている。炉2は長径40cm，短径25cmほどの楕円形と推測され，床面を

12cmほど掘りくぼめている。ともに，炉床面は被熱を受け赤変硬化している。なお，土層は第2層が炉2，第

1・3・4層が炉1である。

炉土層解説

1灰　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量（炉1）　3　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量（炉1）

2　暗赤褐色　　ロームブロック・焼土粒子少量（炉2）　　　　　　4　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量（炉1）

ピット　4か所。すべて主柱穴と考えられ，深さは43～63cmである。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1と貯蔵穴2が東西に並ぶように検出されている。貯蔵穴1は東コーナー部に位置し，

長径1．0m，短径80cmほどの楕円形で，深さは48cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴2は貯蔵穴1の西側に位置し，長軸90cm，短軸70cmほどの隅丸長方形で，深さは26cmである。底面は

平坦で，壁はなだらかに外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴1土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

貯蔵穴2土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック微量
4　灰　褐　色　　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量
4　褐　　　色　　ローム粒子微量

覆土11層からなる。レンズ状に堆積しているが，覆土に炭化材や焼土を含んでいることから火災に伴って形

成された土層と考えられる。

第186図　第96号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　里　　　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子少鼠　廃土粒子微量

ロームブロック8焼土粒子を炭化粒子微量

ローム粒子も炭化粒子少量芦　焼土粒子微量

ロ…ムブロックを焼土粒子を炭化材少量

ローム粒子か炭化粒子微量

ロームブロックの炭化材少量

7　黒　　　色　　ロームブロック少量

8　褐　　　色　　ローム粒子少量
9　黒　褐　色　　ローム粒子微量

10　黒　褐　色　　ロームブロック少量
n　灰　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片器慮　高捧器　壷蟻　婆類別郎　土製品　点　土玉翫不明土製品目が出土して

おり，図示できたものは　点である。誠は投棄されたよ　な状態で覆土下層から出土しぎ掛野215は床軋

∴　　　　　∴′　　　　　　　　′　　′・′　・一二　　　　　　　・′さ　　∵∴－　′　′一　′、・－　ヘ　ノ′

点が出上している．、、

新風　床面からの遺物出土が少なく夢　覆土中層から多く出土していることなどからタ　住居廃絶後に焼失したと

考えられる。時期は芦　出土土器から4世紀代と考えられる。

′　ノ′ノ′　　－　　　　　J・．、、　′′、∴、

一　　　　　一　111　‥　　　l

番号種別長さ幅孔径
重量i‾‾‾……‾…‾‾‾‾‾‾‾…‾蒜質Vm芋‾‾‾‾‾‾…‾‾‾…‾　　　特徴出土篇‾遠‾手篭考

DP2ユ5士玉2。72．8Oや5昔日　　土　　匝商丁寧なナデ床面！

DPJl（う土玉3。53．80．リ37や畑　　土　i外面ナデ下層i

DP217土玉2。92．90．921．3　　　　　土　　　外面ナデ西コーナー

付近壁潅

りP218土玉2．82．80。8は中　　土　　外商ナデ覆土

DP210土玉3．53。50．日射・5！　土　　糎摘ナデ芦へラ当痕覆土！

－　　　1　　　－lllll l　一

第野考健腰跡（第且870188回）

位置　調査区西部のCl舶区に位置しタ　標高㌘骨mほどの台地傾斜部に立地している。

重複関係　ほぼ中央部を第6号港に東から酉に掘り込まれている。

規模と形状　…一辺複。9mはどの方形でタ　主軸方向はN…390－Eである。壁高は18～28cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるがタ　東コーナー部付近の床面が南北に2鳳m，東瀾混昔肋甘ほどの長方形状にl鮎mほど高く

なっている。また，南東壁の中央部付近から北西壁に向かって　長さ。m　幅郡cmほどの溝状の掘り込みが

見られた。壁溝は南東壁の一部を除いて巡っておりタ　中央部が踏み固められている。

炉1か所。中央部より北側に確認された。長径72cm　短径鮒cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめて

いる。炉床面は被熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック中量

2　極暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

ピット　確認できなかった。、

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色
2　極暗褐色
3　黒　褐　色

4　極暗褐色
5　黒　褐　色

ローム粒子・焼土粒子微量
焼土粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子少量
ロームブロック微量

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

－201－

ローム粒子少量
ローム粒子中量
ローム粒子少量
ローム粒子中量
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遺物出土状況　土師器片316点（器台10，高杯27，壷6，鉢3，聾類270），土製品3点（土玉）が北東部を中

心に出土しており，図示できたものは4点である。356は東コーナーの高まり部分の床面，DP223は北東壁際

の床面からそれぞれ出土している。そのほか混入した縄文土器71点が出土している。

所見　床面の一部がベッド状に高められている部分と，間仕切りと考えられる溝が確認されたことから，生活

空間を使い分けていたと考えられる。時期判定の資料となる遺物が少ないが，住居の形状や形態，主軸方向な

どから，時期は4世紀代と考えられる。

第188図　第97号住居跡出土遺物実測図
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第97号住居跡出土遺物観察表（第188図）

番号 種別 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

35 6 土 師器 器 台 10．3 9 ．9 12 ．5 長 石 ・石英 橙 普通
器受 け部 ・脚部 内 ・外 面へ ラ磨 き，器受部内

面パ ケ目整形 ，窓 3 か 所
ベ ッ ド部

床面

9 5％

PL 16

番 号 種 別 長 さ 幅 孔 径 重量 材 質 特　 徴 出土位置 備 考

D P 22 1 土 玉 2．9 2 ．8 0 ．6 2 0．8 土 外 面 丁寧 なナデ 南 西壁 付近

床面

D P2 22 土 玉 2．9 3 ．1 0．6 26 ．6 土 外 面 ナデ，ヘ ラ当痕
間仕切 り

溝際 中層

D P 2 23 土 玉 2．8 3 ．2 0 ．6 23 ．8 土 外 面 ナデ，指頭痕 北東壁際

床面

第99号住居跡（第189～191図）

位置　調査区西部のC2e4区に位置し，標高28．1mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西コーナー部付近を第2号墳の主体部に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・5m，短軸5・Omほどの長方形で，主軸方向はN－450－Eである。壁高は22、34cmで，南壁

は直立して，ほかは外傾して立ち上がっている。

第189図　第99号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められており，各壁際には焼土塊が検出されている。また，確認された

床面には，北コーナー部を除いて壁溝が巡っている。南東壁の中央部付近から北西壁に向かって，長さ1．2m，

幅20cmほどの溝状の掘り込みが検出され，さらに南コーナー付近には高さ10cmはどの道L字状を呈する土手

状の高まりが見られた。

炉1か所。中央部よりやや西部コーナー寄りに位置し，長径1．1m，短径70cmほどの不整楕円形を呈してい

るが掘り込みや火床面は確認できず，床面上に焼土が検出された状態であった。

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径55cm，短径45cmほどの楕円形で，深さは65cmである。底面は平坦で，

壁は直立している。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ロームブロック微量

3　極暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第190図　第99号住居跡出土遺物実測図（1）
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第191図　第99号住居跡出土遣物実測図（2）

覆土12層からなる。焼土や炭化材を多く含む壁際の層（第10層）や覆土下層（第7～11層）は火災に伴って

形成された層であり，その後人為的に埋め戻されたと考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
黒

黒

黒

暗

褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量　　　　　　　9　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

褐　色　ローム粒子ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量10　黒　褐　色　焼土ブロック多量，炭化物中量
褐　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　11暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　12　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片301点（椀2，鉢3，壷4，甑2，嚢類290），土製品1点が各壁付近を中心に出土し

ており，図示できたものは6点である。359は土手状の高まり部分付近床面，360・361は貯蔵穴西側の床面か

ら遺棄されたように出土しており，DP224は炉床面から出土している。そのほか，混入した縄文土器22点が出

土している。

所見　第95号住居跡と同様に，貯蔵穴付近の床面から遺棄されたように嚢類が出土しており，貯蔵穴との関連

が想定される。住居廃絶後に焼失したと考えられ，出土土器から時期は4世紀中頃と考えられる。

第99号住居跡出土遺物観察表（第190・191回）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

3 57 土 師 器 甑 2 2 ．1 （13 ．0 ） － 長石 ・石英 ・雲母 橙 普 通 外 面 ・口 辺 部 内 面 弱 い パ ケ 昌 整 形 南コーナー付近床面 70 ％

3 58 土 師器 牽 18．8 23 ．7 7 ．1
長 石 ・石 英 ・

淡 赤橙 普 通
口辺 部 ～ 体 部 外 面 下 段 ・口辺 部 内 面 北 コ ー ナ ー 80 ％

雲 母 ・礫 パ ケ 目 整 形 ， 底 部 籾 殻 痕 付 近 床 面 P L 30

35 9 土 師 器 襲 16 ．8 23 ．8 5 ．7 長石 ・石英 ・雲母 橙 普 通 内 ・外面剥離 のため詳細 不明，底部籾殻痕 土 手 際 床 面 80％PL26

3 6 0 ．土師 器 小 形 嚢 12 ．6 1 1．2 4 ．8
長 石 ・石 英 ・

雲母 ・赤 色粒 子
浅 黄 橙 普 通 頚 部 外 面 弱 い パ ケ 目整 形 ， 内 面 ナ デ 貯 蔵 穴 付 近

床 面
1 00 ％

P L 2 4

3 6 1 土 師 器 台 付 賓 18 ．6 3 1 ．2 1 0．4
長石 ・石英 ・雲母 ・ にぷ い

普 通
休 部 ・脚 部 外 面 パ ケ 目整 形 ， 体 部 ・ 貯 蔵 穴 付 近 95 ％

黒 色 粒 子 ・礫 黄 橙 脚 部 内 面 へ ラ ナ デ ， 輪 積 み 痕 床 面 P L 3 0
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番号 種別 長 さ 帽 孔径 重量 材質 特　 徴 出土位置 備考

D P2 24 土玉 3．7 3．5 0．7 39．9 土 外面 ナデ，指頭痕 炉床面

第100号住居跡（第192・193図）

位置　調査区西部のC2f6区に位置し，標高28．1mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　南コーナー部が，第101号住居を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．9m，短軸4．7mはどの方形で，主軸方向はN－370－Eである。壁高は16～32cmほどで，直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められており，壁溝が仝周している。また，南東壁から北西壁に向かっ

て，長さ1．1m，幅18cmほどの溝状の掘り込みが見られた。

炉　中央部より北側に重複して2か所確認された。炉1は炉2を掘り込み，長径55cm，短径42cmの楕円形で，

床を8cmほど掘りくぼめている。炉2は長径72cm，短径60cmほどの楕円形と推測され，床面を10cmほど掘り

くぼめている。炉床面はともに，被熱のため赤変硬化している。なお，土層は第1・2層が炉1，第3・4層

が炉2である。

一旦－28．4m K

12

」L28．2m

1　2

＿　＿．．－＿＿　ヽ－－1－．が一・

3

第192図　第100号住居跡実測図
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炉土層解説

1　赤　褐　色　　焼土粒子少量（炉1）

2　赤　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量（炉1）
3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量（炉2）

4　時赤褐色　　焼土粒子微量（炉2）

ピット1か所。深さは23cmで，炉と向き合う位置にあることから出入り口施設に関係するものと考えられる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径80cm，短径70cmほどの楕円形で，深さは32cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　炭化物中量，ローーム粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック多量

3　暗　褐　色　　ロームブロック中量

4　灰　褐　色　　ローム粒子中量

覆土12層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・黒色ブロック少量
ロームブロック少量

ローム粒子多量

ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

7　極暗褐色　　ロームブロック少量
8　黒　褐　色　　ロームブロック微量

9　暗　褐　色　　ロームブロック中量
10　黒　褐　色　　ローム粒子少量

11極暗褐色　　ローム粒子中量

12　灰　褐　色　　ロームブロック中量

遣物出土状況　土師器片195点（高杯9，鉢6，壷類6，襲類174），土製品1点が北側を中心に散在して出土

しており，図示できたものは5点である。362は炉床面，363は土庄でつぶれて貯蔵穴付近床面から，364は斜

位で北東壁付近の覆土下層から出土している。そのほか混入した縄文土器16点が出土している。

所見　床面付近から検出された焼土塊は，範囲と土層観察から判断して，本住居の焼失を示すものではなく，

埋没過程において廃棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から4世紀代と考えられる。

第193図　第100号住居跡出土遺物実測図
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第100号住居跡出土遺物観察表（第193図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手法 の特徴 出土位置 備 考

3 6 2 土 師 器 鉢 ［13．2］ 7．0 2．8
長 石 ・石英 ・

赤色粒 子
橙 普 通 外 面下段 へ ラ削 り， 内面ナデ 炉床 面 6 0％

3 63 土 師 器 整 2 1．1 2 1．8 7．2
長 石 ・石英 ・

雲母 ・赤色粒子
橙 普通

頚 部か ら休部下段外面 パケ目整形 ，内

面 へラナデ，輪積み痕
貯蔵穴内

8 0％

P L 26

3 64 土 師 器 嚢 17．2 15．9 5．1
長 石 ・石英 ・

浅黄橙 普通
頭部外面休部外面上段 ・口辺部内面ハヶ月整 北東壁 7 0％

赤 色 粒子 形，中段外面下段へラ削り，底部へラナデ 付近下層 P L 24

3 65 土 師 器 蛮 －
（2．5） 8．5

長 石 ・石 英 ・

雲母 ・赤色粒子
にぷい橙 普通

外面下段 ・底部内面パ ケ目整形，底 部

木葉痕 ・籾 殻痕
下層

番 号 種別 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特　 徴 出土位置 備考

D P2 2 5 土 玉 2．8 3 ．1 0 ．8 2 3 ．9 土 外 面 ナデ 覆土

第101号住居跡（第194・195図）

位置　調査区西部のC2h6区に位置し，標高約28．1mほどの台地平坦部に立地している。

重複関係　西コーナー部で第102号住居を掘り込み，北コーナー部を第100号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．5m，短軸4．3mほどの長方形で，主軸方向はN－350－Eである。壁高は最も残りのよいと

ころで10cmで，直立ぎみに立ち上がっている。
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床　ほぼ平坦で，炉を取り囲むように小規模な硬化面が点在しており，確認された床面には壁溝が全周している。

炉　2か所。ほぼ中央部に炉1，中央部よりやや南側に炉2が確認された。炉1は長径75cm，短径60cmほど

の不整楕円形で，炉2は長径46cm，短径40cmほどの楕円形である。掘り込みは見られず，焼土が堆積してい

る状態であったが，炉床面は被熱のため赤変硬化している。

ピット　確認できなかった。

覆土　7層からなる。第2～6層は焼土，炭化物を含有し，住居の火災に伴って形成されたものと考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　　焼土ブロック中量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　6　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　炭化材多量　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　　炭化物中量，ロームブロック・焼土粒了∵少量

遺物出土状況　土師器片278点（器台3，高杯5，壷7，嚢類263），土製品3点（土玉，炉石形土製品，不明

土製品），礫4点が多量の焼土，炭化材とともに出土している。ほとんどが細片であり，図示できたものは5

点である。366・367・368は投棄されたような状態で焼土塊中から出土し，またDP227は炉1の炉床から出土

している。図示できなかったほかの遺物も，覆土中層から下層や焼土塊中から出土している。そのほか，混入

した縄文土器123点が出土している。

所見　遺物は床面付近よりも覆土中層から下層にかけての出土が多く，焼土塊中からの出土も目立つことから，

住居廃絶後に焼失し，土器類が投棄されたと考えられる。時期は，住居の形状などから，4世紀代と考えられる。

⊂〕
第195図　第101号住居働く出土遺物実測図

第101号住居跡出土遺物観察表（第195図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備 考

3 66 土 師 器 炉 器台 11 ．9 12 ．8
長 石 ・雲 母 ・

黒 色 粒 子
にぷい橙 普 通 外 面 ナデ ，脚 部 内 面へ ラナ デ， 輪 積 み痕 中層

70 ％

P L 16

3 67 土 師 器 13 ．7 （11 ．7 ） －
長 石 ・石 英 ・

橙 普 通
口 辺 部 ・体 部 外 面 上 段 ・口辺 部 内 面 弱

中層
2 0 ％

互E 雲 母 ・赤色 粒 子 い パ ケ 目整 形 ， 輪 積 み痕 P L 20
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番号　 種別　 恒 摘 ；；芸‾遠‾‾i…‾嘉‾‾義 底径i 胎 土　 ‾‾】‾‾‾‾‾岩‾義‾‾‾i焼成
手法の特徴　　　　　　　　　　　　 備考

3砧　　土師器　　　 壷 注射刀自溶融 長石の石英　 明赤褐　普通 。辺部欄 陶軋 段ノけ冒整私 頸 酔 欄 高 遠15％
部内面へラ削軋　輪積み痕

番引 種別 扇 棒 i孔径「親つ 材質 i　　　 特 徴 i‾…遠‾芸‾這置i 備考

DP226 土蓋 i……＿＿＿曇＿…璧；＿＿＿＿＿＿＿望＿≡璧i＿＿…＿＿堅＿堅＿＿W〃 蟻や＿＿＿＿＿＿＿i 士 外面十十　指頭痕 床面　＿j＿墜＿＿＿＝＿＿三一付近

番号　 馴　 ‾‾‾‾‾‾‾‾扇 i‾‾‾‾‾‾‾‾遠‾‾‾‾‾‾！‾厚芸障 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾i 材質 i 特　徴 匝雄可　 ′碑
輿痢楯働強狛那 4き2 i＿＿＿＿…＿曇の5 ！39堅虹 ∴土 外面ナデ 堅墜…＿＿迩璽＿……＿＿＿＿堅望・＿＿圭

表3　古墳時代住居跡一覧表

住居跡
番号
★位置
工軸方向
儀軸方向‾パ平面形

転 模 ㈲

餞軸×短師
壁高
（Lm十
床面
！　 内部施設 i覆ま

主な出土遺物 備　　 考
叫朝 つ＝→新）壁清匝恒車極車

1 炉7b3 N －28㌧E 長方形 5腰上×射臓 10～ユ2 平坦 ほほ金属 1 ヱ 自然窯土師乳　 土製品
4世紀代　 本跡→SK 射巨 4葦

PG l

2 l r h由 lN －TJナーⅤ i隅丸方形 臨 媚 親 潮 29～32
転 機 ！ 1 ィ ！ 侵

1
1 ．
太為 土師乳　 土製品夕　石製品 i4世紀代

4 監笥2 N ←うリナ←W ［方形］ ［姐4］×4。H 5～8 伴遜 魔 笛 1 不明 4世紀代

5 監6iO N →ゴダーE 長方形 4る47 ×3．32 ヱ0～14 ヱ 自然…土師器，土製品 4世紀代　 本跡J 璃私娼

6 ㌘6b9 N 丁半－W 隅丸方形 7。84 ×7。83 24 ～38 平坦 全局 4 1 3 1 l 自然、土師鼠 土製鼠 石製品 鉄製品 4世紀前～中頃　 本跡→SK 12

8 F 6g5 N －8㌢－≠ 隅丸方形 5せ10 ×5．08 18㌦26 平坦 1 1 自然、土師乳　 土製品 各世紀代　 引　 →本跡

10 F鋤2 N －・附∵W 隅丸長方形 6。38 × 5。39 10～ユ8 ベッド、ほぼ全局 ユ 自然 土師器，土製品 4世紀代

H 炉5bO N －54∵野 ［方形］ 3。71 × 3。69 8 浮 蝉 1 不明 土師器 4世紀代

12 F5昆8 N 贈33∵紺 方形 5。43 × 5せ29 40～／拍 平坦 4 1 1 自然 土師器 4世紀 中頃

13 E6j7 N′槻24∵紺 方形 3．96 ×3．89 8～17 平坦 ほぼ
金属 自然 土師器 4世紀代　 本跡→SK 42

ヱ4 炉6a4 N 仙350血監 長方形 6。90 ×6829 38 ～4・8 ほぼ
全周 4 2 自然 土師乳　 土製品 射鋤 己代　 本跡→湖は8 ㍉膵

15 E 6g2 N －3（「－W 方形 3．90 ×3．80 4～6 平坦 ほぼ全局 自然 土師器，石製品 4世紀代

蟻 監6d8 N 一骨 ナ車W 方形 6．90 × 6．87 43～49 平坦 ほぼ全周 4 2 1 1 自然 土師鼠　 土製品 4世紀代

17 E6g7 N 山29㌧監 長方形 5．05 ×4．59 8～15 平坦 ほぼ
全局 1 2 自然 土師鼠　 土製品 4世紀前半

18 F6挽4′N 叫340榊E ［方形］ ほ54〕×［3戚 8 平坦 1 自然 土師器 4世紀中頃　 SH →本跡

19 E 毎5 N －1㌧E ［長方形］ほ62］×ほ11］ 14 平坦 1 人為 土師乳　 土製品 4世紀中頃　 SI 14→本跡

21 E蝕5 N －64㌦監 方形 5．50　×5．42 26 ～′38 平坦
ほぼ
金属 1 4 自然 土師器，土製品 4世紀中頃　 SI22→本跡

22 E蝕4 N ←眉 ∴E ［方形］ 甘90）× 4．64 10～16 平坦 ほぼ全局 1 1 自然 土師器 4世紀代　 本跡→ S貰21

23 E 6 C5 N －65い－W 方形 4－．30　× 4．22 ユ4～35 平坦 2 人為 土師器 4世紀代

2／皇 E6a4 N 一・日ニーE 長方形 4。74　×3．87 2～10 平坦 ほぼ
全周 1 1 自然 土師器 4世紀前半

26 E（うhl N －う五一W 方形 5。96　×5．80 6～24 平坦 金属 4 自然 土師器芦　土製品 4世紀前半　 SI27→本跡→S 81

27 E 6c l LN －5信一El ［方形］ 絡6）×（5，2ラ 4－㌦6 （平坦）栓 邸 不明 4世紀前半　 本跡→S亘26

29 E 6fl N －うど－E 方形 6ぜ47 × 6．30 6～12 ベッド
ほぼ
金属 4 1 4 人為 土師器 射鋤 己前半　 本跡→湖 30，

SK．45

30 E 5付 N －5げ＿E 長方形 6．28 × 5．40 24～38 平坦 全局 1 2 人為 土師器 4世紀前半～中頃　 SI29→本跡

可

32 ！

33 ！

可

可

可

E5h9 i

り6el i

り5gO ！

り可

の5可

り5可

の毎5 ！

E5可

E 5軸

。5b中

り5C8 ！

N －5r lE 方形 4．92　×4。45
可

24司

ユ0～16 i

12 ～24 ！

‖

8 ～16 ！

6～13 i

52 ！

36 司

45～50 ！

4可

平坦 ！

平坦 ！

全層 i

（画

調

」

一一一一〃一部 i

調

金属 i

窒笛 i

画

頭

全局！

当

月

つ

つ

つ

つ

1

4 ！

つ

つ

－ ＿＿i

つ

1 i

つ

つ

つ

つ

つ

月

つ

つ

；＿＿…i

つ

つ

つ

」

つ

つ

つ

1 ！

つ

つ

＝＿…！

1 ！

1 i

つ

ユ i

1 i

2 i

2 i

i ！

中

つ （

1 ！

l i

日

当

2 i

1 ！

4 i

可

可 ノ

…）i

斗

1 ＿＿j

自然i

璃

璃

璃

不明i

人為i

自然i

温 －！

自然！

劇

自然！

土師乳　 土製品 4世紀前半

N －3「－E ［方形］ 5．30 ×（5．0） 土師器夕　土製品 4世紀代

N 鰍470－E i

N 甘 可

N 椒490－W i

長方形 4．61 ×4．16 土師器 4世紀代

長方形 4．38　×3．78 傾斜 土師器，土製品 4世紀代

［方形］ 3．96 × 3．82 平坦 土師器 4世紀代

N J r －E 方形 5．55　× 5の10 平坦 土師器 4世紀代

37 N －51c－E i

N －350－可

N －34可

方形 4．69 ×4．28 平坦 土師器 4世紀代

38 方形 8．05 ×7．94 平坦 i

平射

平可

乎可

土師乳 土製品，鉄製品，石製品 4世紀前～中頃　 SI39－→本跡→SK 44

可 ［方形］ （8．7）×（8．3） 十師器 4世紀前半　 本跡→S壬38

40 N －3十一E廿方形・長方剰 4．88 ×（2．76） 土師器，石製品，鉄製品 4世紀代

41 i N ≡聖 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿i 方形 ＿＿！4・13 × 4・1至i 土師乳 鉄製品　 i4世紀代
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住居

番－

禦 位置

亨

主軸方位

醸 軸方向

拒 面形 規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cnl）
床面

：‾！　 内部施設 i覆土

主な出土遺物 備　　 考
炉

42 D 5 d5
i N －210－E

長方形 4．58　×4．00 16 ～20 巨 建 全局 「つ‖つ …つ 1 1
桓 然車 師鼠 土製品 匝 紀代

43 C 毎5
匡 87 0－W

方形 3．46　× 3．12 不明 i ＝ 上つ 日 日 一 一
1
桓 i土瞞 桓 己代

44 D 4 b3
i N－250欄E

長方形 5．15　×4．08 16㌦28 全麿
ゴ「 仁 一 1

2 l協 土師器，土製品 4世紀代

46 C 5h l 区 90－W 長方形 5．79　×5．16 12㌦17 平坦
全可 － ト ト 巨

2
JJ
自然、、土師器 4世紀代

47 C毎1 N －82 0＿W 方形 3．66 ×3．51 12～17 平坦
全年 子 十 車

1 自然≒土師器，土製品　 石製品 4世紀代

48 D 5b l N －1∵◆＼Ⅴ 長方形 4．15　×3．63 3 2～40 ほほ つ つ つ 1
2 自然ミ　土師器 4世紀代

49 D 5cl N －17＋lE 長方形 4．58　×3．71 8㌔16 凹凸 つ 」 … 1
自然ミ土師器，土製品 4世紀代

50 D 5el N －62 0－W 方形 3．10　× 2．86 5 ㌦8 平坦 ほぼ
全周
「 上

－ 2 自然ミ　土師器 4世紀代

51 D 4 e9 N油25 0｝W 方形 5．27 × 5．13 20㌦33 平坦 金属
4 巨

1 2 自然ミ土師器，土製品，鉄製品 4世紀代　 SI6 1→本跡

52 D 宛8 N 鵬170…E 方形 5．46　× 5．20 12㌦32 ベットヽヽ
ほぼ 4 i l

1 1 、土師器，土製品 4世紀代

53 D 4 i8 N ｝360－E 方形 5．67 ×5．17 2 2㌦42 平坦 ほぼ全周
バ ー

1 2 人為 土師器，土製品 4世紀前半

54 C 4 g9
匡 33 0－W

方形 3．80 ×3．77 2 8～35 平坦 全周 つ － － 1 人為 土師器 4世紀前半

55 C 4f8 N －38 0－W 方形 3．94　×3．86 5～8 平坦 全周 」 … － 1 自然 土師器 4世紀代　 本跡→SK 2 9

56 D 4 C5 N －510－E 方形 4。59　× 軋25 24 ～32 ∴部
つ …

1 1 自然 土師器，土製品　 鉄製品 4世紀代

57 D 4材 N －470－W 5．87 ×4．98 35㌦50 4 「
1 1 自然 土師器，土製品　 石製品 4世紀代

58 D 4e2 N －60－W ！ 方形 3．87 ×3．72 6 ㌦10 平坦
」 1 －

1 1 自然 土師器，土製品，石製品 4世紀代

62 D 2gO N －270＿W
桓 抽 3．82 ×（24 4）38㌦46 平坦 岩窟 回 －

1 1 自然 土師器，鉄製品 4世紀前～中頃　 本跡→SD 8

6 3 り2C6 N －270＿E
巨 形

4．88　×4．63 3 8～44 平坦 全周 十 日 1 1 人為 土師器，土製品　 石製品 4世紀 中頃　 SI64→本跡

64ニ D2 b6 N －510晶W
「 方形 4．44 ×［4．25］18㌦28 平坦 一部 つ 一 1 1 土師器，土製品 4世紀前半　 本跡→SI63

66 D 2b 3 N －18 0－E ！ 方形 牲81］×鉦43］18 ㌦20 平坦 一部
1 －

1 1 5 自然 土師器，土製品　 石製品 4世紀代　 本跡→SD 6

67 C 4e3 N I4 40＿E 「 方形 5．17　× 5．01 38～48
巨 坦 ほぼ
全周 4 1 1 2 人為 土師器，土製品　 石製品 4世紀前半

68 C 4 f6 N －280＿W 抜形成方形］5．72 ×（4．60）4rO ～44 （2 ）（…）「 ）仁 ）！（1 ）自然 土師器，土製品 4世紀代

69 C 4 h4
iN －550－W

i N －45 0－可 長方可

5．17　×4．73

5．57　×4．88

50～56 凹凸 ほぼ
金属
「

4

4

4

4

4

3

4

3 1

つ

つ

つ

つ

つ

4 1

1

1

4

主

上

主

上

巨

日

日

日

日

巨 I

巨

主

上

主

上

」

」

」

」

」

つ

」

中 桓 然

回

桓 然

怯

人為

協 i

自然！

胤

叫

自然i

人為！

不可

叫

不可

自可

人為

自然

人為

自然

し為・
自然

自然

自可

自可

人為i

土師器，土製品，石製品 4世紀代

70 C 4j2 10～15 平坦 全周 つ 2
土師器，士製品　 石製品 4世紀 中頃　 本跡→SD 8

7 1 C 3 hO N ＿510＿E 長方形 4．57　×3．90 24 ～26 平坦 全周 1 巨
土師器，土製品 4世紀前㌔一中頃　 本跡－…トSI〕8

72 C 3d O N －47 0－E 長方可 5ぎ47 × 4．98 54 ～71 平坦
中

土師器，土製品，石製品 4世紀代

73 D 3 a9 N 4 40＿W 方形 ！6．85　× 6．67 30 ㌦42 平坦 ほぼ全局
1 巨 土師器，土製品 4 世 紀代　 本 跡→ SK 5 0 ～

55 ・58 ・63 ・84

74 C 3d 5 N －540－E
長方可

5．38　×4．57 25～35 平坦 金属 1 1 土師器，土製品 4世紀代

75 C 3C9 N －550汀W
方可
4．82　×4．62 12～20 平坦 一一一部 中

土師器，士製品 4世紀初 ～前半

76 C lgO N －54 0－E
方可
6．25　×6．06 3 0㌦44 ほぼ

仝周
1 巨

土師器，土製品，石製品 4世紀代

77 B 3j5 N －50㌔E
方可
6．18　×6．15 3 0～42 平坦 ほぼ

全局
1 i 2

土師器，土製品，石製品 4世紀代

78 C 3g 6 N －33 0＿W 方可 6．15 × 6．07 4 ～8 平坦 全周 一 巨 土師器 4世紀代　 本跡→SK 56

79 C 3h3 N－460－E 長方可 5．40 × 4．85 10 ～16 平坦 ほぼ全局
同

上

上

1

－ i

」

」

」

1

1 ！

」

」

中 土師器，土製品 4世紀代

80 D 2a9 N －180－E
［長方可

5．30　×4．60 不明
l

l

i

（平坦）上欄 ） つ 弓

つ 」

つ 1 ！

土師器，土製品 4世紀代

81 D 3 bO N －42 0－E
方可 3

．82　×3．82 6～7 平坦 ほぼ
全周

一可

土師器　　　 i

i

土師器　　　 ！

4世紀代

82 D 3 C8 N －33 0－W
［長方可 4．88）×（4．02） 不明 平坦 4世紀代　 本跡→SK lO 5 ・

106 ・115 ・SD lO

83 C 3だ N －34 0－E 方形　 3．66　×3．50 7～10 平坦
1 ト ）

4世紀代　 本跡→SK 59 ・60

85 C 2d8 N －31 0－E 長方形　 4．32　×3．84 24 ～32 平坦
呈笛 l

」

ほぼ
金属

ほぼ
全周
つ

一可

ー 巨 l

1 － ！

1 回

土師器 4世紀代

86 C 2d6 N －340＿E 方形　 3．51 × 3．43 5～9 平坦 土師器 4世紀代

87 C 2 b4 N －330－E 長方形 巨．33　× 4．67 20～28 平坦 土師器，土製品 4世紀代

91 B 2 h6 N －33 0＿E
方可 3

．56　×3．28 10～14 平坦 ー 巨
土師器，土製品，石製品 4世紀代

92
C laO i N ＿410＿E 方形　 4．85　×4．71 3 5㌦40 平坦 1 巨 ノ

土師器，土製品 4世紀代

93 B 2e4 N －33 0－E 長方形　 4．36　×4．02 8～25 平坦 1 巨
土師器，土製品 4世紀前半

94 B 2h l N －26 0－E 長方形　 4．71 ×4．22 2 7～34 平坦 1 巨 土師器，土製品　 ！4世紀代

95 C IcO N －390－E 方形 ！4．67 × 4．25 23 ㌦26 平坦 全可 1 巨 ！ 土師器，土製品　 ！4世紀前半　 本跡→SD 5

96 C lb8 N －670可 望 皇 ．69　× 5．38 15 ～38 平坦
全可 2 巨 ！ 土師器，土製品　 l

4世紀代　 本跡→SD 5
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住居跡

番号
位置
主軸方向

（長軸方翻
平面形

規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm ）
床 面

内部施設 匡

主な出土遺物 備　　 考

壁溝 主机 ∴〕 、さ　1ビッド貯献 炉

97 C ld4 N －3ドーE 方形 4．94 ×4．94 18 ㌦28 平坦
ほぼ
全局 － － 1 自然 土師器，土製品 4世紀代　 本跡→SD 6

9 9 C 2 e4 N －・持㌧E 長方形 5．54 ×4．97 22 ～34 平坦
ほぼ
金属 － － － 1 1

人為 土師器，土製品 4世紀中頃　 本跡→TM 2

100 C 2露 N －37 0－E 方形 4．94 ×叡65 16 ㌦32 平坦 金属 1 1 2 土師器，土製品 4世紀代　 SIlO l→本跡

10 1 C 2 hc N －35 0－E 長方形 5．54 ×4．25 2～10 平坦
ほぼ
∠ゝ ニヒ。
－ － － 2 人為 土師器，土製品

4世紀代　 SH O2→本跡→
§＿圭＿＿圭＿9＿9

（2）方形周溝墓

第瑠号方形周溝墓（第196図）

位置　調査区中央部のC4i7～D4b8区の標高27。6mほどの台地平坦部に立地している。

規模と形状　耕作のため，方台部は削平されて周溝を残すだけであるが，確認された方台部上面は南北7．72m，

東西7。73mで芦　周溝を含めた上面は南北昔04m，東西1。32mであり，長軸方向はN－730－Wである。平面形

は整った方形を皇しているが言ヒ側の溝がほかに比べ若干長く，外周部の酋コーナー溝付近がやや丸みをもっ

ている。

周溝　溝は全属しており，上幅147～195cm，下幅107～150cmで，深さ18～46cmである。コーナー部の幅が狭

くなっており，南コーナー乳　西コーナー部はさらに掘り込みも浅くなっている。底面は束側溝の一部を除い

て平坦であり，東側の底面は外側から方台部側に向かって傾斜している。壁は方台部軋外周部側ともに外傾

して立ち上がっている。

穫蓋　8層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　　ローム粒子。炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ロームブロック微量

4　極暗褐色　　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　　ロームブロック少量

7　褐　　　色　　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出藍状況　土師器片516点（器台7，高杯11，柑10，壷12，婆類476），土製品1点（士玉）が出土してい

るがほとんどが細片であり，図示できたものは3点だけである。りP229は北コーナー付近の覆土中層，377は

覆土下層から，378は東コーナー付近の覆土下層からそれぞれ出土している。そのほか混入した縄文土器106点

が出土している。

新風　耕作などによる削平のため，方台部は確認できずタ　また，良好な遺存状態の遺物も少なかったが，時期

は遺構の形状と出土土器から，4世紀前半と考えられる。

第1号方形周溝墓出土遺物観察表（第196図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手法 の特徴 出土位 置 備考

37 7 土 師器 hこことご覧E －
（10．4） 9．6

長 石 ・石英 ・

雲母 ・赤 色粒 子
橙 普通 体部内 ・外面 下段 パケ 目整形

北コーナー

付近下層
15％

37 8 土 師器 覇匿 ［17．2］ （6ユ） 長石 ・雲 母
にぷい

普通
頚部～体部外面パ ケ 目整形，口辺部内面 東コーナー 5 ％

瓦 橙 ヘ ラ磨 き，体部 内面 上段弱いパケ 目整形 付近下層 煤付着

番号 種 別 長 さ 幅 孔径 重量 材　 質 特　 徴 出土位置 備考

D P 22 9 土 玉 3．5 3．8 0．8 4 6 ．2 土 外面ナデ 北 コーナー付 近 中層
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緒「古墳

今回の調査で夢帆立貝形古墳且基と前方後円墳鼠基が確認された。ともに墳丘は確認できなかったがタ第ユ

号壇からほ埴輪片が　第　号壇の箱式石棺内からほ骨片が確認で　た。以下　遺構の特徴　遺物について記す。

′‥・く

′　、ノ　I　′　一　　　′　′　　　　　　　一　、　　　　　　　　　　　　＿

′∴＿・、ノー′　　　　′′・′　　　・　　ノ　　　′　′　　　．、　　′　　　　　　　、　こ，・　　・

1＿17つ崇主12＿1つ231つ28号口先に捕目上ムまれ∵いる、、．

墳形及び規模　墳形は周港内形から帆立貝形と推定される。第既巨m号清などに掘　込まれているため　全長

ノ　　　　・∴′・′一・、－　　　　・　　　　　　　　　　　　　．　　　　、　　　l－；′

．ノ：－　ノ・　　　　　　　　　　一　　　　　′′　′′　ノ　ー　　　　　′′　　′、、′二

′　ノー　　　′・・　　　　　　　′　　　　‥　ノ′　　　　　　　　　　　　　′　　　　′′　′こ　′

一　一′　　　′　　　一一　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　－ノ　‥　－　　′′　　′

て壕として構築された芦盛土及び表土層と考えらる。このように本項構築時の盛土は太部分が失われてお軋

構築状況は明確でない。

盛土層解説（表土・第1号壕含む）
1　黒　褐　色

2　窯　褐　色

3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　窯　褐　色

6　黒　褐　色

7　極暗褐色
8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

相　棒暗褐色

は　極暗褐色
ユ2　黒　　　色

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ローム粒子少量，炭化粒子後遺

ロームブロックの炭化粒子微量

ロームブロック少量

l「－！、ゾl「・シ少量

ロームブロック中量夕　炭化粒子微量

ローム粒子を炭化粒子微量

ローム粒子中量

l「一！、位自微量

ロームブロックも炭化粒子徹還

13　暗　褐　色

「1黒　　　色

15　暗　褐　色

ユ6　極暗褐色

ユ7　暗　褐　色

建　窯　　　色

ロームブロック少量芦　焼土粒子薇選

ローム粒子微量

ロームブロックの炭化粒子微量

1トー∴粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ユ9　黒　褐　色　　ロームブロック微量

20　暗　褐　色　　ロームブロック少量

塚盛土　　　2ユ　暗　褐　色　　ローム粒子少量

22　暗　褐　色　　ローム粒子中量

23　暗　褐　色　　ロームブロック中量

壕盛土

周湧　前方部と考えられる南東側は突出してお軋後門部と考えられる北西側は途切れて　金属していない。

臓層からな軋　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積であ軋盛土の流入が認められる。土層断面中第凱～器

′　　　　　　　ノ　′　　　′　　　　・J′　　ノ　　　　　．　　　ノ　　　　　　、　　　1　　　．：　　　　　　　　‘′

彬は逆台形状を呈している、、

周溝土層解説

24　黒　褐　色

25　黒　褐　色

26　黒　褐　色

27　黒　　　色

28　褐　　　色

29　暗　褐　色

30　暗　褐　色

褐色粒子中還，ローム路子微量

ローム粒子e褐色粒子微量

ロ…ムブロック　も褐色粒子微量

黒色土ブロック多量

ロレ∵ムブロック少量

l－‾トー∴粒子微量

ローム粒子少量，焼士粒子微量

凱　黒　褐　色

32　暗　褐　色

33　暗　褐　色

34　極暗褐色
35　暗　褐　色

36　極暗褐色

ローム粒子微量

l「一∴－‾＿ノ、’「「∴パ微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量
「「－∴位自散量

埋葬施設　確認できなかった。

′　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　′、　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′

・′・　　′　　　′ノ　　、′ノ　　　　′′　　　　　．　　　　　　　．　　′　　　′・－　・　　　′1′

′　　　　　　　　　、・∴　　　　　　ノ　′　′　　　　，　ノ　　　′　　　　一！ノ　′　／．　′　．　・　一

面図中第蟻層の下層から出土しているため　墳丘は壕として利用されたものと考渡られる。mm∵掘脛勘遷源

5～29は本項南部のくびれ都側層溝の底面から下層にかけて出土した　のであ軋墳丘上にあった　のが，周

溝に流れ落ちたものと考えられる。
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所見　本境は，第10・11号溝や第1号塚によって，周溝や墳丘の大部分を掘り込まれ，埋葬施設も確認できな

かったが，南部のくびれ都側周溝から多くの埴輪片を確認することができた。本項は出土した埴輪片の形状な

どから6世紀後半に築造されたものと考えられる。

∈≡＝l≡言2
1 彗＿旦2

第198図　第1号墳出土遺物実測図（1）
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第201図　第1号墳出土遺物実測図（4）
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第1号噴出土遺物観察表（第198～201回）

番号　　 種別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考
1 「郁 雄 磁 力 〔9β〕 江 3） － 緻密 灰 良好 口辺部ロクロナデ 層溝覆土中

2　　 須恵器 磁力 は．7）
－ 緻密 灰 良好

頚部外面に10本の櫛歯状工具による波

状文
周溝覆土中

4　　 須恵器 無蓋蔑称カ （4．2 ） － 緻密 灰 良好
休部外面に 2 条の凸管と4 本と12本の
櫛歯状工具による波状文 周溝覆土中

T Pl引　 須恵器 無蓋高年カ －
（3．5）

－ 緻密 灰 良好
体部外面に 2 条の凸帯と12本の櫛歯状

工具による波状文 周溝覆土中 PL38

番号 器種 口径 器高 底径 色調 特　 徴 出土位置 備考

D P l 円 筒 埴 輪 （20．8） （15 ．2）
－ 明 褐

外 面縦パ ケ後 凸帯貼 り付 け， 内面縦 パケ，円形 透

孔 ，凸帯断面三 角形 くびれ部側周溝下層

D P二三 円 筒埴輪 （14．4） 賂 2） － にぷい赤褐
外 面縦パ ケ後 凸帯貼 り付け，内面縦パ ケ， 凸帯 断

面 三角形 くびれ部側周溝下層

D P3 円 筒 埴 輪 （14潮 （8潮 － 明褐
外面 縦パケ後凸帯貼 り付 け，内面ナ デ，凸帯断面

三角形 くびれ部側周溝下層

D P JI 円筒 埴 輪 （1 6潮 （9．6）
… 明 褐 外面ナデ後凸帯貼 り付け，内面ナデ，凸帯断面三角形 盛 り土最下層

D Pう 円筒 埴輪 （16潮 （H 潮
… 橙

外面 ナデ後 凸帯貼 り付 け， 内面へ ラナデ，凸帯断

面三角形 くびれ都側周溝下層

D P Li 円 筒 埴 輪 （14．4） （5．1） － 明 褐
外面縦パ ケ後 凸管貼 り付 け， 内面 ナデ，凸帯 断面

三角形 くびれ都側周溝下層

D P 7 円 筒 埴 輪 （18．4） （8．6） 〔16 ．1〕 明褐
外 面縦パケ後 凸帯貼 り付け，内面 ナデ，凸帯 断面

三角形 くびれ部側周溝下層

O P 8 円 筒 埴 輪 は5．6） 賂 1） 〔12．4〕 明褐 外面 縦パケ言 内面 ナデ くびれ部側層溝下層

りP 9 円 筒 埴 輪 （12．9） （5．2） 11 ．5 にぷ い橙 外面縦 パケ，内面 ナデタ　基底 部茎状の庄痕 くびれ都側周溝下層

D P lO 円筒 埴 輪 （13潮 （9el ） 12．2 に ぷ い 赤褐 内外面 舵パケ，基底部茎状 の庄痕 くびれ都側周溝下層

D P ＝ 円筒 埴輪 （18．2） （7．1） ［1 7．0］ にぷ い褐
外面綻パ ケ，内面へ ラナデ後 縦パケ，基底部茎状

の庄痕
くびれ部側周溝下層 P L 40

り㌘2 9

円筒 埴 輪

形象埴輪
基台部 ？

（2 2．6） 0 8 ．5） 〔2 1．6〕 に ぷ い褐 外面縦パ ケタ　内面ナデ，基底部茎状 の庄痕 くびれ都側周溝下層 20％

P L 3 9

番 号 券 種 長 さ 日 昌 厚 さ 色調 ！　　　　 特 徴　　　　　　　 出土位置
備考

りP 12
形 象 埴 輪

人物埴 輪
（2 0．2） （12 月） 10 ．4 にぷ い褐 人物 の胴 乱 外面縦パ ケ，内面ナ デ　　　　　　 くびれ都側周溝下層 3 5％

P L 3 9

D P 13
形 象 埴 輪

人物埴輪
（18．5） （14 ．6） 〔1 5．2〕 橙　　 人物 の背部 ～器台乳 外面 縦パケ，内面へ ラナデ くびれ都側層溝下層 1 5％

P L 3 9

りP 14
形 象 埴 輪

人物埴輪
（10．6） （10 ．7） 2．2・ に ぷ い橙 人物の顔部 ，鼻 貼 り付 け後 ，ナデ くびれ都側層溝底面 10％

P L 39

m P 1 5
形 象 埴 輪

人物埴輪
（10．0） 2．8 2 ．2 明 赤 褐 人物の美豆 良片 ，ナデ くびれ都側周溝底面 P L 4 0

D P 16
形 象 埴 輪

人物 埴輪
（6月） （3．4） 2．3 橙 人物 の剣部， ナデ くびれ都側周溝下層 P L 4 0

D P 17
形 象 埴 輪

人物埴輪
（7．4） 3．4 2 ．5 橙 人 物 の剣 乳　 ナデ　　　　　　　　　　　　　 くびれ都側層湛底面 P L 4 0

りP 1 8
形 象 埴 輪

人物埴輪
（9．2） （13調 1．7 にぷ い褐色 人物 の鎧弧 線刻 ・赤彩　　　　　　　　　　 くびれ都側周溝下層 10％

D P 19
形 象 埴 輪

人物埴輪
（10．1） （12 潮 2．0 明 赤 褐 人物の鎧部 ，線 刻 e 赤 彩 くびれ部側周溝下層 10％

D P2 0
形 象 埴 輪

人物 埴輪
（18．7） （10。4） 4．6 橙 人物 の左腕，鎧部 に線刻 さ赤彩，指貼 り付 け痕　 くびれ都側層溝下層 10％

P L JO

O P 2 1
形 象 埴 輪

人物埴輪
（10．5ラ （7．9） 4．8 橙 人物 の左 腕，鎧部 に線 刻，ナデ　　　　　　　 くびれ都側周溝底面

りP 2 2
形 象 埴 輪

人物埴輪
（13調 賂 6） 4 ．5 に ぷ い 明赤褐 人物 の腕 ，ナデ くびれ都側同港下層

りP 23
形 象 埴 輪

人物埴輪
（14．3） （8．4） 4．1 に ぷ い 橙 人物の腕， ナデ くびれ都側周溝下層

P P 24
形 象 埴 輪

人物埴 輪
（14 ．9） （10 ．3） 4．1 に ぷ い橙 人物の左腕，鎧部 に線刻 e赤 彩 ， 指残存 くびれ都側周湛下層

10％

PL 40

D P 二25
形 象 埴 輪

人物埴輪
（1 1．4） （4．4） 4．2

にぷ い橙 諸 謂 諾 諸 の平 を上 に向 け，椀 あるい麟
くびれ都側周溝下層

－221－



番号　 器 ‾‾‾…………障 ‾‾‾‾‾‾‾‾…‾‾‾‾‾‾‾‾…‾高‾‾‾　‾‾‾‾‾厚さ i 特　 徴 出土位置 備考

人物の胴部，内外面ナデ くびれ部側層溝下層 10％りP26
形象埴輪

人物埴輪
（8．1） （13．1）　 2．2　　 にぷい橙

りP27 雲霞豊富　 酬 （12車 … こぶい褐
人物の胴部，内外面ナデ くびれ都側層溝下層 10％

n P28 票露悪射 線5） ＝ 11望：＿巨 4＿＿…＿＿＿！＿＿＿＿にぷい褐
人物の胴部，外面ナデ後剣貼り付け，内面ナデ くびれ都側周溝下層

第2号堵（第202～205回）

位置　調査区西部のC2C3～C2j6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第99号住居を掘り込み，第5・8号溝に掘り込まれている。

墳形選び規模　前方後円墳で，主軸方向はN－49㌔－Wでありタ　墳丘の全長は約26．5m，周溝を含む全長は約

31。3m，層溝内法で後門部径約20。1m，前方部のくびれ部幅約13念mであり，くびれの少ない墳形を皇してい

る。

堵塵　遺構確認時には，既に耕作等によって削平されており，盛土は現存していない。

爛溝　全周しており，上幅は約1．9～3。7mで芦　下幅は約0．7～2。2m，深さは約0．2～05mで，断面形は逆台形状

を皇している。覆土はロームブロックを主体として13層からなり，盛土の流入が認められる。

周溝土層解説

1　黒　　　色　　黒色土ブロック多量

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　極暗褐色

ローム粒子多量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ローム粒子少量

ロームブロックe炭化粒子微量

ロームブロック中量

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　極暗褐色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

ローム粒子中量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量

ロームブロック少量

埋葬施設　箱式石棺が，前方部に確認された。石棺の主軸方向はN－500－Wであり，本項の主軸方向とほぼ

一致する。箱式石棺は，長さ約2．3m，幅約工Om，深さ約0。9mで，ローム面を掘り込んで構築されている。掘

り方は長さ2．9～3．0m，幅2．1～2．4m，深さ約工3mのほぼ長方形を呈している。

石棺内には土砂が流入し，最下層に小骨片を多く含んでいる。掘り方の覆土は23層で，各層とも固く締まっ

ており，石棺を固定するために突き固めたものと考えられる。掘り方の覆土上層には，粘土ブロックが確認で

き，これも石棺を固定されるためのものと考えられる。

石棺を構成する石材は雲母片岩で，板状に加工し，直方体の箱状に組み合わせて構築している。石棺材は蓋

石が3枚，側板は各2枚，小口板は各1枚，底板は4枚（うち1枚は外され，表土上で確認），合計13枚の板

材で構成される。

石棺内土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　黒　褐　色

掘り方土層解説

6　灰　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　極暗褐色

11暗　褐　色

12　褐　　　色

13　黒　褐　色

14　極黒褐色

ロームブロック少量

砂粒少量，ロームブロック微量

ローム粒子微量

粘土中ブロック中量，

ロームブロック中量，

ロームブロック少量，

ロームブロック中量，

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック多量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ロームブロック少量　　　　15　暗　褐　色

粘土ブロック微量　　　　　16　褐　　　色

粘土ブロック微量　　　　　17　黒　褐　色

粘土ブロック微量　　　　　18　極暗褐色
19　褐　　　色

20　褐　　　色

21極暗褐色

22　暗　褐　色

23　褐　　　色

－222－

ローム粒子微量

小骨片多量，ローム粒子少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック多量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

ロームブロック少量

ローム粒子微量

ロームブロック少量
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第203図　第2号墳実測図（2）
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⑥

三

第204図　第2号墳実測図（3）

「妄

石棺内遺物出土状況

石棺内からは，骨片603点，歯牙50点が出土し，副葬品は認められない。

骨片や歯牙は，石棺の北西部に寄せ集められ，本来の埋葬状態を保っていない。出土人骨は，パリノ・サー

ヴェイ株式会社に鑑定を依頼した結果，石棺内から出土した歯牙の内，下顎の左第1大臼歯及び第2大臼歯が，

それぞれ6点出土していることから，最小個体数として6体と同定された。壮年初期（20歳代前後）から熟年

期前期（30～40歳代）の男性が大部分で，胎児・新生児・乳幼児・小児などや老人の人骨及び女性の人骨も含

まれていた。本項は，主体部が箱式石棺であり，主体部の位置が前方部にある変則的古墳（常総型古墳）で追

葬例が顕著に認められ，本項でも追葬が確認された。（付章参照）

蓋石部分の目張り粘土は確認できず，一部には重なりが認められ，蓋石は既にはずれていたと考えられる。

また，副葬品も確認されていないため，本跡は既に開口されており，追葬された割には残されていた骨格が少

なく，追葬盗掘の際の投棄か，また，盗掘の際の廃棄の双方が想定されるが明確でない。
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遺物出土状況

同港から土師器片2859点（杯398，高杯3，器台23，柑10，ミニチュア3，手捏2，襲2420），須恵器片2点

（杯カ1，磁力1），土製品5点（土玉），鉄製品1点（刀子），耳環1点が出土している。多くが細片で破断面

が摩滅しており，加えて，本境は第99号住居（古墳時代前期）を掘り込んで構築されているため，溝中に混入

したり，墳丘構築時の盛土の中に含まれていたものが流入したものと考えられる。5・TP145・TP146・

DP33・DP34は周溝の覆土中から出土し，8・9・11は南西部の周溝下層，DP30は北東部の周溝下層，DP31・

32は南東部の周溝下層，Ml・2は西部の周溝下層から出土している。5～9，M2は器形などから本境に伴

う可能性が高い。

所見　主体部は，既に開口されおり，副葬品などは検出されなかった。また，石棺内出土の人骨を同定した結

果，5回以上の迫葬があったと推定される。時期は，墳形及び埋葬施設の形状や位置，さらに埴輪が出土して

いない点などから，6世紀末～7世紀初頭と考えられる。

＼」♂1皇』＼＼b

④（∋　④　④　①

第205図　第2号墳出土遺物実測図

第2号墳出土遺物観察表（第205図）

二二二二「
冒　冒Ml　ふM2

0　　　　　　　　　　　10cm

DP34　　　←；　　　j

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

5 土 師 器 杯 －
（3 ．7 ）

－
長 石 ・石 英 ・雲 母 灰 褐 普 通 外 面 器 面 荒 れ ， 内 面 へ ラ ナ デ 周 溝 覆 土 中

8 土 師 器 ミニチュア土器 － （2 ．4 ） 3 ．6 長 石 ・石 英 橙 普 通 外 面 ナ デ ， 内 面 削 り 南部 風 音下層 1 5 ％

9 土 師 器 手 捏 － （3 ．4 ） 5 ．8 長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通 外 面 指 頭 に よ る 押 庄 南 部周溝下層 1 5 ％ P lj 2

1 0 土 師 器 襲 －
（2 ．7 ） 〔7 ．6 〕 長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 ナ デ 周 溝 覆 土 中

1 1 土 師 器 蛮 （2 ．7 ） 7 ．6 長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 南部 噺 青下層

T P 1 4 5 須 恵 器 土不 カ （4 ．7 ） － 長 石 黄 灰 良 好 休 部 外 面 に 櫛 歯 状 工 具 に よ る 波 状 文 闇溝 覆土 中

T P 1 4 6 須 恵 器 瓦泉 カ －
（2 ．1 ）

－
石 英 黄 灰 良 好 体 部 外 面 に 7 本 の 櫛 歯 状 工 具 に よ る波 状 文 周 溝 覆土 中

番 号 器 種 長 さ 幅 孔 径 重 量 材 質 特　 徴 出 土 位 置 備 考

D P 3 0 土 玉 3 ．1 3 ．1 0 ．7 2 6 ．1 土 ナ デ 北 東 部 周 溝 下 層

D P 3 1 土 玉 3 ．5 3 ．5 0 ．5 3 8 ．6 土 ナ デ 南 東 部 周 溝 下 層
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番号 榊　 棒 ＋ 幅 ！‾‾孔径 m ！ 材質 i‾‾……‾‾‾‾　　　 特 徴　　　 i 出土位置
備考

m P32 土玉　 恒 ．9 ぁ月　 も8 26．3 土　 iナデ　　　　　　　　　　　　 極東繍 紆 層

D P3J 士玉　 梓 9 3両　 ダ7 22．3 土　 iナデ　　　　　　　　　　　　 脾 臓 土中

肪㌘34 土玉 i＿＿＿＿＿＿＿＿3e2 叫　 も8 27．5 土　　 ナ≡　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿趣 墜覆一室＿＿＿聖

番号 器種 扇 毒司 厚さ「鎚つ 材質 ！　　　　 特 徴 ！‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾義士位置 篇

Ⅵ1 曇千 塗の it隻0・5日払2i i 墜 i刃部の破堕≡…刃先ゆ茎部欠＿＿堕 i西憂悶溝下層恒 臓

璽藍
．．－

番号位置壇霊魂還 竃音読孟埋葬
施設
層　溝（m）i 遺物　 備考朋）

上幅i下幅巨齢

リ攣聖聖匠聖可聖油減価車料仁不明掛軸服軸…・9土師器片の須恵断機輪可紺紀後半

2　C2C3ノ㌦C2j6　N鋤490灘　26ゎ5　…13。3　2鋸主用沌 ま。9㌦3。7　私㌢十㌢封は眩ト欄鳶志裟警二寺諸賢署㌫土製品の紺淳抹～7醜初頭

嫁「士坑

第　号羞琉　第謝図）

ノ　　　　ノ　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

′　、　　　′　　　　　′　　　　　　　　　ノ　ー　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′

でタ　底面は平坦であり芦　壁は外傾して立ち上がっている。

覆蓋　5層からな娠　レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　　ロ…ム粒子少量

4　極暗褐色　　ロ…ム粒子微量

5　暗　褐　色　　ロ…ムブロック少量

遺物出藍状況　覆土下層から床面にかけて土師器片2点（婆）が出土しているが，細片のため図示できなかっ

た二、

所凰　時期はタ　出土土器から4世紀代と考えられる。性格は不明である。

∴．一　チこ：く　∴　′′　リ　ノ　ー：′

整27伽
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第34号土坑（第207図）

位置　調査区中央部のD4h4区に位置し，台地平坦部に立地している。

規模と形状　長軸208cm，短軸180cmほどの隅丸長方形で，長軸方向はN－330－Wである。深さは34cmほどで，

底面は皿状であり，壁は緩斜している。

覆土　3層からなり，ロームブロック・粒子を含んでいることから人為堆積と考えられる。

土屑解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片32点（壷4，嚢28），礫1点が南側の覆土中層から下層にかけて出土しており，図示

できたものは1点である。375は覆土下層から投棄されたような状態で出土している。そのほか混入した縄文

土器4点が出土している。

所見　土器片はいずれも細片であり，覆土中層から下層にかけて投棄されたような状態で出土しているが，ほ

とんど接合できるものはない。性格については明確でないが，時期は出土土器や周辺の住居跡から，4世紀代

と考えられる。

Il一三一　語
旦28．0m 375　　　＿旦

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿」＿＿＿＿＿」

第207図　第34号土坑・出土遣物実測図

第34号土坑出土遺物観察表（第207図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

375土師器呈E【19．3］（5．4）
長石・石英・雲母・

赤色粒子
橙普通
口辺部外面パケ且整形，口唇部内

面パケ目整形
床面 10％

表5　古墳時代土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

主軸方向

（長軸方向）
平面形

規　 模（m ）

（長軸 ×短軸）

深 さ

（cm ）
壁面 底面 覆土 出土遺物

備　　 考

（旧→新）

4 D 6 h3 N －74 0－E 不 整長 方形 2．47 ×1．32 2 1 媛斜 平坦 自然 土師器片

34 D 4 h4 N －33 0＿W 隅丸長方 形 2．08 ×1．8 34 緩斜 皿状 人為 土師器片
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3　申せ近世の遺構と遺物

今回の調査で，掘立柱建物跡3棟，壕1か所，井戸跡1基，溝跡3条，墓墳35基を確認した。以下，検

出された遺構及び遺物について記述する。

（1）掘立柱建物跡

第瑠号掘立櫨建物跡（第208図）

位置　調査区東部のE6bl区に位置し，標高約28．1mほどの台地の平坦部に立地している。

重複関係　P4，P5，P6が第26号住居を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行2間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－370－Wの南北棟である。規模は桁行

5・95汀ら梁行5・26mで，柱間寸法は，桁行2・94～3・04m，梁行2・54～2・64mである。柱穴は規則的に配置され，

柱筋もほぼ芯々を適っている。

櫨穴　いずれも円形で，深さは10～24cmである。

第208図　第1号掘立柱建物跡実測図

－229－
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遣物出土状況　遺物は出土していない。

所見　土器が出土していないために時期決定が困難であるが，柱穴の規模，形状から中世以降と考えられる。

第2号掘立櫨建物跡（第209図）

位置　調査区東部のE5a9区に位置し，標高約28．1mほどの台地の平坦部に立地している。

二　三
′‾、

P 7

P 6

P l

○

P 9

童

が。⑳

第209図　第2号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造　桁行2間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－500　－Eの南北棟である。規模は桁行

8・66m，梁行4・12mで，柱間寸法は，桁行3．92～4．74m，梁行1．56～2．56mである。東部の隅札南西列中央部

の柱穴は確認できなかった。柱筋は揃うが，柱間はややばらつきがある。

櫨穴　平面形はいずれも円形で，深さは46～72cmである。

遣物出土状況　混入した土師器（高杯）1点が出土しているが，図示できなかった。

所見　本跡に伴う土器が出土していないために時期決定が困難であるが，他の掘立柱建物跡と比べて柱穴の規

模が小さく，構造も異なることから，中世の可能性が考えられる。

第3号擁立櫨建物跡（第210図）

位置　調査区西部のB3i2区に位置し，標高約28mほどの台地の平坦部に立地している。

規模と構造　身合は，桁行3間，梁行1間の側柱式の建物跡で，南側と西側の2両に庇か縁が付き，桁行方向

をN－750－Wの東西棟である。庇あるいは縁を含めた規模は桁行7．35m，梁行4．56mで，柱間寸法は，桁行

工75～2・05m，梁行3．6mで，庇あるいは縁との問は東側84cm，南側88～100cmの間尺を示す。身合の北東側の

隅柱，庇あるいは緑部の北西側隅柱は確認できなかった。

三＿　：

第210図　第3号掘立柱建物跡実測図
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櫨穴　いずれも円形で，身舎部が径30～45cmほどで深さ22～42cm，鹿部が径25～35cmほどで深さ14～40cmで

あり，身舎部の方が規模が大きい。

遣物出土状況　遺物は出土していない。

所見　身合の北側，東列の延長線上と東側，南列の延長線上には庇部の柱の規模と同様のピットが検出されて

おり，4面庇の可能性も考えられるが，身合との間が狭いため，緑とも考えられる。また，本跡の南方に位置

する墓城との関連も考えられる。時期決定は困難であるが，墓城と関連するとすれば中世と考えられる。

表6　掘立柱建物跡一覧表

遺構

番号
位置 桁行方向

柱間数

（桁×梁）
規　 模（m ）

面積

（m 2）
構造
桁行柱間

（m ）

梁行柱間

（m ）
柱穴平面形

深さ

（cm ）
主な出土遺物 備考 （時期）

1 E6bl N －370－W 2 ×2 5．95×5．26 31．3 側柱 2．94～3．04 2．54 ～2．64 円形 ・楕円形 10～24 中世　 SI26→本跡

2 E 5a9 N －500－E 2 ×2 8．66×4．12 35．6 側柱 3．92㌦4．74 1．56 ～2．56 円形 ・楕円形 46～72 土師器片 中世

3 B 3i2 N －750－W
3 ×2 5．9×3．59 21．18 側柱 1．75～2．05 3．6

円形 ・楕円形 22～40 中世

5 × 4 7．35×4．56 39．32 二面庇 0．7～2．0 0．8～2．2

（2）塚

今回の調査で，古墳を利用した中世の塚1か所が確認され，多数の五輪塔が出土した。以下，確認された壕

の特徴と出土遺物について記載する。

第瑠考塚（第211～223図）

位置　調査区中央部のD3a3～D3C5区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1号境の墳丘の上に盛土をして構築している。

規模と形状　調査前の状況では，長径約11．4m，短径約4．4mの不整楕円形で，高さ約1．4mの塚状を呈してい

る。

構築状況　23層からなり，中央部からローム粒子・ロームブロックを微量から中量含んだ黒色土・黒褐色士・

極暗褐色土・暗褐色土を盛土し，第1～12層は粘性e締まりともに弱い。第1～17層には五輪塔片・常滑片・

土師質土器片あるいは埴輪片などが混じっているが，第18～23層にはそれらの遺物が混じっていないし比較的

しまりもあるため，第18～23層は第1号項の盛土と考えられる。また，第1～17層は締まりが弱く，あるいは

普通であり，第1号項を意識し，墳丘の跡に塚として構築された盛土及び表土と考えられる。本跡は第1号境

を利用して構築されている。

塚土層解説（表土e第1号墳墳丘土層含む）
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　極暗褐色
8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　極暗褐色

11極暗褐色
12　黒　　　色

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

黒　　　色

暗　褐　色

極暗褐色
暗　褐　色

黒　　　色

黒　褐　色

暗　褐　色

暗　褐　色

暗　褐　色

暗　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ロームブロック中量

遣物出土状況　土師器片117点（高杯9，嚢108），土師質土器片23点（内耳鍋4，焙烙鍋7，火舎12），陶器片

151点（広口壷26，聾125），磁器31点（椀），埴輪片98点，五輪塔片367点（地輪29，水輪42，火輪22，空風輪

125，部位不明149），宝筐印塔片4点（補給3，笠1），砥石4点が盛土中層から表土中にかけて出土している。
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第211図　第1号塚実測図（1）



第212図　第1号塚実測図（2）
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13・16・18・21は表土中，19は西側表土中，12は東側裾部の表土中，14・15・23・24は東側表土中及び盛土中

層から出土した破片が接合したものである。Ql～Q4は本跡西側裾部に組み上げられていたが，Q13・Q

18・Q39は西側裾部の表土中，Qllは西側表土中，Q6・Q7・Q9・QlO・Q12・Q14・Q16・Q17・Q19

～Q22・Q24～Q29・Q31～Q38・Q40～Q42は東側表土中，Q5・Q8・Q15・Q23・Q30は東側盛土上層

からそれぞれ出上している。土師器片や埴輪片は盛土に混入したものである。常滑産の広口壷片・嚢片や五輪

塔などは塚の表土中及び盛土上層から多く出土しているために，その周辺にあったものが集められたものと考

えられる。

所見　本跡から出土した五輪塔片や常滑産の嚢片は，第10号溝からも出土しており，本跡は第10号溝と同時期

に機能していたと考えられる。また，本跡は，二重に巡らした溝（第8号溝と第10・11号溝）のほぼ中央部に

位置し，第8号溝と第10・11号溝の間には多くの火葬土坑が位置し，第8号溝の外側に隣接して井戸も確認さ

れている。加えて，本跡からは五輪塔の部材（地輪・水輪・火輪・空風輪）や火葬骨を納めたと考えられる常

滑産の広口壷片などが多く出土していることから，本跡を中心に墓城が形成されていたものと考えられる。ま

た，前述したように多くの五輪塔片が出土していることから，本跡の周囲には多くの五輪塔などが建立されて

いたものと考えられる。

さらに，本跡は第1号境の墳丘を利用して構築され，第10・11号溝は第1号境の周溝とほぼ重なるように掘

削されているために，墓域も第1号境を意識して構築されていると考えられる。

本跡は，出土した常滑嚢片の形状や五輪塔の型式などから，15世紀から16世紀にかけて機能していたものと

考えられる。

第213図　第1号塚出土遣物実測図（1）
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第214図　第1号塚出土遺物実測図（2）
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第215図　第1号家出土遺物実測図（3）
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第砦帽図　第1号家出土遺物実測図（4）
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第㌢膵図　第1号塚出土遺物実測図（5）
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第別　図　第1号塚出土遺物実測図（6）
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第2柑図・第1号家出土遺物実測図（7）
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第2罰屈　第1号塚出土遣物実測図（8）
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第2割図　第1号塚出土遺物実測図（9）
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第222回　第1号塚出土遺物実測図（10）
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第毘図　第　号塚出土遺物実測図（H）

第ユ号家出土遺物観察表（第213～223図）

了1

⑳　　　　　　瑠⑳鑑獅

転意　　』

番号 種別 器楯 i…‾‾岩‾遠 器高 底径 胎　 士 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

12 土師質土器 焙烙 〔34．2〕 （4．4） － 長石・雲母e赤色粒子 にぷい褐 普通 内・外面ロケロナデ 盛土下層外面煤付着

13 土師質土器 焙烙 〔31．4〕 （4月）！… 雲母 にぷい褐 普通 内・外面ロクロナデ，体部に穿孔 表土中 外面煤付着

14 陶器 広口壷 17．7 14．7 12．6 長石・石英さ雲母 にぷい赤褐 良 体部内・外面へラナデ，内面輪積み痕 表土中 8脇常滑11型式PL26

15 中 略 広口壷 〔154〕 16．6 ［13．8］長石・有英 晶廟酎朽欄 良 休部下端巨内面へラナデ 表土中 8脇常滑9型式PL26

16 陶器 大要 〔38適〕 （5．4） － 長石e石英 明褐 良 口辺部内・外面ナデ 衷土中 常滑8型式

18 陶器 大喪 － （8．4） － 長石・有英 暗灰黄 良 口辺部内・外面ナデ 表土中 常滑9型式

19 陶器 太婆 － （6。1） － 長石・石英 にぷい褐 良 口辺部内 0外面ナデ 表土中 常滑11型式

21 陶器 太襲 － （10月） － 長石・石英 にぷい褐 良 口辺部内・外面ナデ 表土中 常滑10型式

23 陶器 太婆 － （35．0） － 長石・石英・黄色粒子 にぷい赤褐 普通 体部内・外面へラナデ，内面輪積み痕 衷土中 常滑系

24 陶器 太婆 － 主：璧＿＿＿＿＿望 ＿＿＿＿＿塗＿石 ！＿こぶい褐 普通 体部下段内・外面へラナデ 盛土中層 常滑系PL26

番号 券　 種 幅 奥行 厚さ 重量 石質 特　　　 徴 出土位置 備考

Q l 五輪塔 （地　 輪） 29．1 28。7 17．3 25．1 ヰト　し士J　LU化岡石 上面に窪みあり 西側裾部 PL43・44

Q 2 五輪塔 （永　 輪） 27．4 28．1 17．0 17．1 花崗岩 側面に丸みあり 西側裾部 PL43 e44

Q 3 五輪塔 （火　 輪） 32．3 29．7 16．8 巨 9ヰ6 花崗岩 ほぼ直線的な軒 西側裾部 PL42・44

Q 4 五輪塔 （空風輪） 16．8 16．6 20。7 7．4 花崗岩 空輪郭と風輪郭とのくびれ明瞭 西側裾部 PL42・44

Q 5 五輪塔 （地　 輪） 25．2 24．2 14．9 17．6 花崗岩 側面形はやや台形状を呈する 東側盛土上層 PL13

Q 6 五輪塔 （永　 輪） 25．9 24．7 15．1 14．0 ヰト　LJ」　し⊥J北岡石 側面の丸み明瞭 東側表土中

Q 7 五輪塔 （水　 絵） 26．9 25．9 16．5 18．2 ”ヰ＋ぁ　山　LLJ北岡石 側面の丸み明瞭 東側表土中

Q 8 五輪塔 （水　 輪） 27。0 （23．5） 15．5 （19．5） 花崗岩 側面の丸み明瞭 東側盛土上層

Q 9 五輪塔 （水　 輪） 27．8 26．7 15．9 18．5 花崗岩 側面の丸み明瞭 東側表土中

Q lO 五輪塔 （水　 絵） 29．6 27．3 16．8 19．0 花崗岩 側面の丸み明瞭 東側表土中

Q ll 五輪塔 （水　 輪） 27．7 26．7 17．5 19．5 」ト＋一　LLJ【⊥」イじ岡石 側面の丸み明瞭 西側表土中

Q 12 五輪塔 （永　 輪） 27．8 26．3 16．5 19．4 花崗岩 側面の丸み明瞭 東側表土中 PL43

Q 13 五輪塔 （水　 輪） 30．9 30．4 20．9 29．0 花崗岩 側面の丸み明瞭，上面のくびれ明瞭 西側裾部表土中

9 ＿ま＿竺＿五輪塔 （火　 輪） 26．9 26．1 13．5 15．0 花崗岩 軒先軽く外反 東側表土中 PL42
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番号 器　 種 幅 奥行 厚 さ 重量 石質 特　　　 徴 出土位置 備考

Q 15 五 輪塔 （火　 輪） （29潮 （16．1） 12．1 （6．1） 「＝レー　LLJ喜」」化岡石 軒先軽 く外 反 東側盛 土上層

Q 16 五輪 塔 （火　 輪） 27．2 2 6．8 13．0 10．5 花崗岩 軒先軽 く外 反 東側 表土中

汚 五輪 塔 （空風輪） （摘潮 （15調 17．8 （5．4） ヰ←　し⊥J　U」化岡石 空輸部 と風輪 郭 との くびれ明 瞭 東側表 土中

Q 18 五輪 塔 （空風輪） 15．0 13．7 （19．9） （5．3） 花崗岩 空輸部 と風輪 部 との くびれ明 瞭 西側裾 部表土中

Q 19 五輪塔 （空風輪） 17．1 （14．4） 20．6 （7月） 花崗岩 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 20 五輪塔 （空風輪） 15．2 15．0 2 0．4 6．3 ≠　LLJ rJ」イじ「叫H 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 21 五輪塔 （空風 輪） 16．8 16．3 2 0．5 8．2 花崗岩 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 22 五輪塔 （空風 輪） 16．5 14．5 2 1．4 6．2 華　LLJ rJ」北 岡石 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中 PL4 2

岩‾23 五輪塔 （空風 輪） 15．4 15．0 （21満） （7ゆ8） 花 崗岩 空輸部 と風輪郭 との くびれ明瞭 東側盛土上層

Q 24 五輪塔 （空風 輪） 15．8 15．4 2 1。4 7．6 花 崗岩 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中 PL4 2

Q 25 五輪塔 （空風輪 ） 15．9 15．6 2 2。2 7．2 花 崗岩 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 26 五輪塔 （空風輪 ） 17．1 （14．4） 2乞8 （7．4） 花 崗岩 空輸部 と風輪郭 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 27 五輪塔 （空風輪） 16．4 （15．4） 22．8 （7．9） 花 崗岩 空輸部 と風輪郭 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 28 五輪塔 （空風輪） 17．4 17．0 22。6 8．9 ＝・1日　ト千1イヒ岡石 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 29 五輪塔 （空風輪） 18．6 （15．8） （23．9） （9．6） 花 崗岩 空輸部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 30 五輪塔 （空風輪） 19．0 17．4 23．0 10．6 花 崗岩 空輸部 と風輪郭 との くびれ明瞭 東側盛土上層

Q 31 五輪塔 （空風輪） 20．0 （17．6） 22．3 （10．9） 花 崗岩 空輸 部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側表土 中

Q 32 五輪塔 （空風輪） 19．7 17．6 25．5 11．8 花崗岩 空輸 部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側 表土中

Q 33 五輪塔 （空風輪） 19．7 17．7 25．1 11．5 花崗岩 空輸 部 と風輪郭 との くびれ明瞭 東側 表土中

Q 34 五輪塔 （空風輪） 20．0 （17．4） 23．7 （10．4） 一斗十A　LulLLJイヒ岡石 空輸 部 と風輪部 との くびれ明瞭 東側 表土中

Q 35 五 輪塔 （空風輪） 19．9 17．2 2 4．6 12．4 花崗岩 空輸 部 と風 輪郭 との くびれ明 瞭 東側 表土中

Q 36 五輪 塔 （空風輪） 18．0 1 6．8 2 4．0 8．3 花崗岩 空輸部 と風 輪部 との くびれ明 瞭 東側表 土中

Q 37 五輪 塔 （空風輪） 22．3 2 1．1 2 9．4 18，0 花崗岩 空輸部 と風 輪部 との くびれ明 瞭 東側表 土中

Q 38 五輪塔 （空風輪） （20月） （20調 （27．4） （15．3） ←酔　LLJ 11」イヒ岡石 空輸部 と風 輪部 との くびれ明 瞭 東側表 土中

Q 39 五輪塔 （空風 輪） 21．7 2 1．2 2 5．9 15．6 花崗岩 空輸部 と風輪 部 との くびれ明 瞭 西側裾 部表土中

Q 40 宝 筐印塔 （相輪） 13．5 13．0 （18調 （4．6） 一十÷一　LLJ l」」化岡石 九輪 の側面 はほぼ直線的 に立 ち上 がる 東側表土 中 PL 44

Q 4 1 宝筐 印塔 （相輪） 12．8 12．8 （18調 （4．4） 花崗岩 九輪 の側面 はほぼ直線的 に立 ち上 がる 東側表土 中 PL 44

堅 ＿曇 宝匪 印塔 （相 輪） 17．1 （15．7） （19．4） （5．6） ≠　LLJ LU化 岡石 ほぞ有 り 東側表土 中 PL4 4

（3）井戸跡

第瑠考井戸跡（第224図）

位置　調査区東部のC3e8区に位置し，標高約27．8mの台地平坦部に立地している。

規模と形状　長径2．8恥　短径2．4mはどの楕円形で，漏斗状に掘り込まれている。2．7mまで掘り下げたが，壁

崩落などの危険が伴うため下部の調査を断念した。

覆丑　確認された覆土は16層からなり，レンズ状に堆積している自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子e炭化物微量

第224図　第1号井戸跡実測図

3　極暗褐色　　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック微量

且28．0m
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5　黒　褐　色　　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　　ローム粒子中量

8　黒　褐　色　　ロームブロック少量

9　極暗褐色　　ロ…ムブロック少量

10　褐　　　色　　ロームブロック中量

n　暗　褐　色

12　異　　　色

13　褐　　　色

14　灰　褐　色

15　灰　褐　色

ユ6　暗　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ローム粒子多量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

遺物出藍状況　土師器片2点（婆類）が出土しているがタ　細片のため図示できなかった。そのほか混入した縄

文土器7点が出土している。

所凰　出土遺物が少なくタ　時期を判定することは困難であるが，覆土のしまりが弱いことなどから芦　中0近世

と推定され，また芦　南方に位置している墓域との関連も考えられる。

（4）溝跡

第8号清勝（第226の227の付図）

位置　調査区西部のC2j7～D4dl区に位置し芦　平坦な台地上に立地している。

重複関係　第2号噴，第62070871号住居跡を掘り込みタ　第9号溝に掘り込まれている。

規模と形状　第1号境の周溝および第10号溝と同心円状に巡っている。確認された規模は外径52。8～59胤恥

内径45。0～56．0mタ上幅1。0～3．8m　深さは凱cmほどでありタ底部は皿状であるがタ内側がやや落ち込んでいる。

尊堂　覆土は，ローム粒子eロームブロックを主体として3層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆

積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　極暗褐色　　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロックe炭化粒子微量

遺物出羞状況　須恵器2点（杯）タ　土師質土器1点（小皿），陶器1点（椀）が出土しておりタ1点が図示でき

た。27は北部の覆土中から出土している。そのほか混入した縄文土器22点，土師器片1軋軋　埴輪片主点が出

土している。

所凰　本跡と第1号塚との内側にはタ　多くの火葬士坑が確認され，外側には確認されなかったことからタ　墓域

を区画した溝と考えられる。また　第用号溝とほぼ同心闘犬に構築されておりタ　墓域に二重の溝を巡らした構

造となっているが，同時に構築されていたかどうかほ明確でない。時期判定資料となる出土土器が極めて少な

いが，第10号溝と同時期の15～16世紀と考えられる。

第8号溝跡出土遺物観察表（第227図）

番号 種別 器種 遠 ‾…器可 底可　 胎 士 i‾‾‾‾‾‾‾‾岩調 焼成 手法の特徴 出土位可 備考

27 土師質土器 曇＿：＿望 …　 圧は月 3・4 匝石・＿＿＿＿＿＿＿塑 ＿堅 ＿＿＿＿i 橙 普通 底部回転糸切り 覆真空 i lO％

第欄の号湧跡（第225～232図）

位置　調査区西部のD3al～D3C7区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第ユ号壇を掘り込み　第は号溝，第65～68の85086e8　のは号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第1号壇の周溝とほぼ重なるように，第1号壇を利用して構築された第1号壕の周りを円形に全

属している。確認された規模は外径22。6～25。4m，内径18。3～21。Omでタ　上幅用～2強孔∴深さは窮徽㍗」jmで

ありタ　断面は蓮台形状を皇している。

穫羞　覆土は，ローム粒子。ロームブロックを主体として21層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆

積であり，第1号壕の盛土の流入が認められる。
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土層解説

1　暗　褐　色
2　極暗褐色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5

6

窯

暗

褐　色

褐　色

7　極暗褐色
8

9

10

11

黒

黒

黒

黒

ローム粒子p焼土粒子微量
ローム粒子微量
ロームブロックの炭化粒子微量
ローム粒子微還
ローム粒子も粘土粒子微量
ロームブロック少量
ローム粒子少量

褐　色　　ロームブロック微量
褐　色　　ロームブロック少量
褐　色　　ローム粒子微量
褐　色　　ローム粒子0粘土粒子微量

ユ2

13

14

15

16

17

極

暗

黒

黒

暗

黒

暗褐色　　ロームブロック微量
褐　色　　ロームブロック・黒色ブロック微量
褐　色　　ローム粒子e砂粒微量
褐　色　　ロームブロックを砂粒微量
褐　色　　ロームブロック中墨
色　　ローム粒子も炭化粒子微量

ユ8　褐　　　色　　ロームブロック多量
19　褐　　　色　　ロームブロック中量
20　極暗褐色　　ロームブロック・炭化粒子微量

21褐　　　色　　ローム粒子多量

遺物出藍状況　土師質土器6点（小皿3タ　内耳鍋3），陶器片5点　椀摘　広口壷説　太婆測）磁器した　椀）

五輪塔片祁点（地輪3タ　水輪9　火輪針　空風輪17，部位不明33）が出土し，五輪塔片は第1号塚に建立され

ていたものが崩れて流れ込んだものと考えられる。、Q56は溝覆十r巨　Q53は北部中層，28・Q巫主Q63は北東

部中層，Q50。Q62は東部中層，上層からほQ45が，南東部中層からは32がタ　下層からほQ55が，Q51のQ57

は南西部中層芦　33のQ43のQ47e Q48のQ52。Q54のQ59～Q61は南西部底面，Q44のQ46のQ58は西部底面

からそれぞれ出十しているし、

所見　本跡の外側には多くの火葬士坑が碓認されており，本跡内側の第1号塚からは五輪塔や常滑産の悪片が

が多数出土しているため，第1号塚を中心に墓域が形成されているものと考えられる。本跡は，第1号塚の周

りを巡っており，墓城を区画した溝と考えられる。さらにタ　本跡は第1号境の層溝とほぼ重なるように構築さ

れているためにタ　第1号壇を意識して掘削したものと考えられる。

時期はタ　本跡から出土している五輪塔片や常滑聾片が第1号壕から出土しているものとはぼ同時期であり，

且世紀～蟻世紀に比定されている第1号塚と同時期の15～16世紀と考えられる。

第m号溝跡出土遺物観察表（第227～231図）

番号 種別 器楯 口径 器高 底径 胎 吉 「 竃 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

28 土師質土器 小皿 8．2 2．8 3．7
長石 瀾 巨

普通
体部内外面ロクロナデ，底部回転

糸切 り
北東部中層

8脇　 口辺部

内外面油煙PL32

29 土師質土器 小皿 〔7．3〕 2．5
［
4．2 長石　　　　　　　 橙 普通

体部内外面ロクロナデ，底部回転

糸切 り
清孝土中

70％　 口辺部
内面油煙 PL32

32 磁器 青磁碗 〔13．3〕 （4 ．7） …
白色粒子　　 医 事 ブ 堅緻 全面施軋　 体部外面片刃彫の達弁文 南東部中層 25％　竜泉窯系

33 堕器 空襲 〔39≡望⊇ 皇＿堅曇） － 長石　　　 ＿＿＿＿！≡曇＿＿朋 良 口辺部内外面ナデ 南西部底面 常滑 8形式

番号 器　 種 幅 奥行 厚 さ 重量（k g） 石質 特　 徴 出土位 置 備考

Q 4 3 五輪塔（地　 輪 ） 24．0 2 3．1 16．7 18．0 ヰ←　し⊥J　LLJイヒ岡石 側面は台形状 を呈す る 南西部底面

Q 44 五輪塔（地　 輪） 24．9 2 4．0 15．5 （18．2） レイ十・LLJ lJ」化岡石 上面の くぼみ にのみ痕 跡が残る 西部底面

Q 4 5 五輪塔（地　 輪） 28．9 2 8．7 20．1 （3 3潮 花崗岩 側 面は長方形状 を呈す る 東部上層

Q 4 6 五 輪塔（水　 輪） 2 3．4 （2 1．4）（1 1．4） 7．5 花 崗岩 側 面の丸み明瞭 西部底面

Q 4 7 五輪 塔（水　 輪） 2 2，5 2 1．9 15．7 1 1．8 花 崗岩 側面 の丸み不明瞭 南西部底面

Q 48 五輪 塔（永　 輪） （2 6潮 （2 4．5）（12．5） （1 0粛 」車　LLJ【」」北 岡石 側面 の丸み明瞭 南西部底面

Q 49 五輪塔 （水　 輪） 2 7．0 2 6。9 17．9 2 1．1 花 崗岩 側面 の丸み明瞭 北東部中層

Q 50 五輪塔 （水　 輪） 2 6．4 2 5．3 14．7 14．5 花 崗岩 側面 の丸 み明瞭 東部中層

Q 5 1 五輪塔 （水　 輪） 2 8．9 2 6．5 18．5 22．1 花 崗岩 側面 の丸 み明瞭 南西部中層

Q 52 五輪塔（火　 輪） 2 8．1 （2 5．4） 14．8 （13．0） ←H一　LLJ　トリイ巳岡石 軒先軽 く外 反 南西部底面

Q 53 五輪塔（火　 輪） （2 8．8） 26．9 （14カ） （16．8） ≠　山　し上Jイヒ岡石 軒先 ほぼ並行 北部 中層

Q 54 五輪塔（火　 輪） （2 8．7） 28．0 （14．6ラ （14．0） 花 崗岩 軒先 ほぼ並行 南西部底面

Q 55 五輪塔（火　 輪） （3 0．3） 30．3 （13．7） （17．6） 花崗岩 軒先軽 く外反 南東部下層

Q 56 五輪塔（火　 輪） 3 1．3 29．8 15．5 （21劇 花崗岩 軒先軽 く外反 溝覆土 中

Q 57 五輪塔（火　 輪） 32．1 3 1．1 15．4 （18潮 花崗岩 軒先軽 く外反 南西部中層

Q 58 五輪塔（火　 輪） 33．9 3 2．8 1 6．7 （2 8．2） 花崗岩 軒先 ほぼ並行 西部底 面

Q 5 9 五輪塔（火　 輪） （32．4 ラ（2 7．5） 22．2 （2 3。4） 手キー　し⊥」　トLJ化岡石 軒先軽 く外反 南西部底面

＿＿＿璧＿＿五輪塔（空風輪） 15。6 13．9 18．4 ：H 花崗岩 空輪郭 と風輪部 との くびれ明瞭 南西部底面
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第225図　第10・11号溝跡実測図
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第226回　第8・10・11号溝跡実測図

第10号溝跡出土遺物観察表（第232図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m
l l

番号器　種幅奥行厚さ重量（kg）石質特　徴出土位置備考

Q61五輪塔（空風輪）16．916．621．48．3花崗岩空輸部と風輪部とのくびれ明瞭南西部底面

Q62五輪塔（空風輪）18．118．522．6（10．2）イ巳岡石空輸部と風輪部とのくびれ明瞭東部中層

Q63五輪塔（空風輸）22．221．930．4（17．6）花崗岩空輸部と風輪部とのくびれ明瞭北東部中層

第11号溝跡（第225～232図）

位置　調査区西部のD3bl～C3j4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1号噴，第10号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　第1号項を利用して構築された第1号塚の周りを半周している。確認された規模は外径17．2m，

内径15．0m，上幅は1．2～1．6mで，深さ約0．4～0．9mであり，断面は逆台形状を呈している。

覆土　覆土はローム粒子・ロームブロックを主体として6層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積

であり，第1号塚の盛土の流入が認められる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量

2　極暗褐色　　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器2点（内耳鍋），陶器片4点（嚢）が出土しているが，ほとんどが細片で破断面は

摩耗しており，混入したものである。図示できたものは覆土中から出土した1点である。

所見　本跡は第10号溝を一部で掘り込んでいるが，第10号溝に沿うように，第1号塚の周りを巡っており，本

跡も第10号溝と同様に，第1号境を意識して掘削され，墓城を区画する溝であったと考えられる。時期は，伴

出遣物がないが，15へ16世紀に比定されている第10号溝を掘り込み，第10号溝と同様に第1号境を意識して掘

削されているため，第10号溝が埋没後すぐに掘削されたものと考えられる。

第11号溝跡出土遺物観察表（第227図）

番 号 種 別 器 種 ［］径 器高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

34 土 師 質 土 器 内耳 鍋 〔2 7．0 〕 （6．9 ） 長 石 ・石 英 ・雲母 にぷい赤 褐 普 通 内 外 面 ナ デ ， 内耳 1 か 所 残 存 覆 土 中 体 部 外 面 煤 付 着
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第227図　第8・10・11号溝跡出土遺物実測図
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第229図　第且の号溝跡出土遺物実測図（2）
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第230図　第10号溝跡出土遺物実測図（3）
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第232図　第1の号溝跡出土遺物実測図（5）

表7　中世溝一覧表

⑳　　　　　　　　瑠⑳鑑翻

し‥一　一　‥∴ll．！

霊警　位置　主軸方向
形状！確認長諾 中模哉 深さ 断面

底面覆土 主な出土遺物 備考（旧→新）

8桓7～り4d車－450灘円弧状恒6可1・0～368恒～2・9巨凱　 皿状皿状匝然土師器 SI62・70071，TM2→
本跡→SD9

10桓3a上り3C中一530－W 円弧状巨21車0～2逮匡3～1・3陸相2匝台形状平坦匝然土師質土器e五輪塔などTMl→本跡→SDll，SK65～68085・86・88・116
可り3bトC3j4区600灘半円弧状巨中恒項車…可腑朋桓形状平坦恒 土師質土器を陶器などTMIH→SDm→事跡

（5）墓境

調査の結果，36基の墓壕が検出されタ　内訳は土葬墓と思われるもの9基，火葬墓と思われるもの24基，明確

でないもの3基である。これらはタ　第1号墳とその周りを円弧状に巡っている第8号溝の内側に位置し，墓域

を形成している。ここでは，遺存状態が良好な代表的な墓境をいくつか取り上げて記述し，それ以外について

は一覧表及び実測図を掲載する。

①　土葬墓

第醍尊堂坑　墓壌）（第233図）

位置　調査区中央部のD3e7区に位置しているご
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重複関係　第1号境の鳳凰　第64号土塊を掘り込んでいる。

規模と形状　長車机02cm，短軸84cmほどの隅丸長方形でタ　長軸方向はN…360－Eである。深さは8駄m　底面

は平坦であるが西側に傾斜し，壁は直立している。

尊堂　4層からなり，不自然な堆積している人為堆積である。

土層解説

l　黒　褐　色　　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　　ロ…ムブロック中量

3　褐　　　色　　にトム粒子多量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出藍状況　覆土下層から床面にかけて人骨（頭蓋骨，骨盤夕　大腿骨）が出土している。

新風　出土した頭蓋骨と太腿骨の位置関係からタ　埋葬形態は座葬または臥屈葬と考えられる。時期は周辺の墓

墳墓群と同時期の中・近世と考えられる亡

第233図　第62号土坑（墓墳）実測図

第帽尊堂琉　蓄膿）（第234図）

位置　調査区中央部のD3e5区に位置しているし、

㊨

◎　　　　　　　　　　　　　　　瑠獅

J一二∴∴「‥二　二二二二二一∴二二一三

、＿　∴‥＿＿二∴l∴二∴－∵∵㍉

第234図　第121号土坑（墓境）e出土遺物実測図
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重複関係　北西側で第は7号土坑を掘り込み，第1器号土坑に南東壁際に掘り込まれている。

規模と形状　長軸85cm，短軸69cmほどが確認され，隅丸長方形で，長軸方向はⅨ上皇遣0　－つyである。深さは

22cm，底面は平坦であり，壁は緩斜している。

覆土　3層からなり，ロームブロックや粒子を含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出豊状況　墓墳上面に五輪塔（Q65）が置かれ，覆土中層から下層にかけて人骨（頭蓋骨や上腕骨の大腿

骨・骨盤など）が出土している。

所凰　出土した人骨の出土状況から，埋葬形態は座葬または臥屈葬と考えられる。時期は周囲の墓墳墓群と同

時期の中e近世と考えられる。

第121号士坑（墓坑）出土遺物観察表（第234図）

番号 種別 幅 奥行 厚 さ 重量（kg） 材質 特　 徴 出土位 置 備 考

9 ＿＿§＿空＿＿ 五輪塔 （水 輪） 25．8 （2曇＿…＿2） 13．6 望 ＿喜） 斗ヰ＋一　LエJ　LLJ北 岡石 側面 の丸み明瞭 覆土上 部

第臓5号豊坑　馨壌）（第235図）

ら＿　＿＿－∴∴＿∴－∴l二

第235図　第125号土坑（墓墳）
実測図

②　火葬墓

第5肇考量坑（墓堵）（第236図）

二qJ　く！

。一筋
の　　　　　　　2m

主二二二「ふ∴‥圭二・一1－「二二三

第236図　第51号土坑（墓壊）
実測図

位置　調査区中央部のD3e7区に位置している。

重複関係　第126号土坑の南側を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸123cm，短軸95cmほどの不整長方形で，長軸方向は

N…300…Eである。

遺物出藍状況　覆土中から，人骨（頭蓋骨，脊椎，大腿骨，骨盤など）

が出土している。

所凰　時期は遺構の形状から，埋葬形態は座葬または臥屈葬と考えら

れる。時期は周辺の墓墳墓群と同時期の中の近世と考えられる。

位置　調査区中央部のC3j9区に位置している。

重複関係　第73号住居を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸圭18clll，短軸68clllほどの双円状に確認され，深さは

燃焼部20cm，通気溝25cmほどである。壁は外傾して立ち上がってい

るが，燃焼部の壁は緩斜しており，長軸方向はN－80…Eである。

尊皇10層からなり，焼土粒子の炭化粒子を含む人為堆積である。

土層解説
1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色
5　黒　　　色

6　黒　褐　色

ロ…ム粒子e焼土粒子微量

ロ…ム粒子，焼土粒子微量

ロト－ム粒子微量

ロト…ムブロック少量

し「1一上、粒子少量

炭化粒子少量，焼土粒子微量
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7　望　　　色

8　黒　褐　色

炭化粒子中量，焼土粒子少数　ローム粒子微量　　　9　暗　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　10　暗　褐　色

焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

ロームブロックe炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出立状況　混入した土師器片　点　婆類上　縄文土器3点（探鉢類）が覆土中から出土している。

所凰　削平のため，平面形は況円状に確認されたがタ　本来はT字状であったと考えられ，南部が焚口である。

本跡に伴う遺物が出土していないため，明確な時期は不明であるが，周辺の同様な形状の遺構の出土遺物から，

中e近世の火葬墓と考えられる。

第53考量硫（董壌）（第237図）

位置　調査区中央部のD3a9区に位置している。

重複関係　第73号住居を掘り込んでいる。

規模と形状　長径175cm，短径65cmほどの楕円状に確認され言采さば

燃焼部22cm，通気溝30cmほどである。通気溝の壁は直立ぎみに立ち

上がっているが，燃焼部の壁は緩斜しており，主軸方向はN－340－

Eである。

尊堂　7層からなり，焼土粒子e炭化粒子を含む，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色
2　極暗褐色
3　黒　褐　色

4　暗赤褐色
5　褐　　　色

6　灰　褐　色

焼土粒子少量，炭化物微量
黒色粒子中量，炭化粒子少量
焼土ブロック0炭化粒子微量
焼土ブロック多量，炭化粒子中量
ローム粒子微量
ロームブロック少量

亮si73讃N
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

；∴‥一一一・一一一，・l二一・一一一一‥l二

第237図　第53号土坑（墓墳）
実測図

7　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出士していない。

所凰　削平のため，平面形は楕円が連結した形状で確認されたが，本来はT字状と考えられ，南西部が焚日で

ある。本跡に伴う遺物が出土していないため，明確な時期は不明であるが，周辺の同様な形状の遺構の出土遺

物から，中・近世の火葬墓と考えらる。

第ア2号豊坑（茎壌）（第238図）

位置　調査区中央部のC3i8区に位置している。

規模と形状　長径178cm，短径36cmほどの楕円が連結した形状で確認さ

れ，深さは燃焼部10cm，通気溝12cmほどである。通気溝0燃焼部の壁と

も，壁は外傾して立ち上がっており，主軸方向はN－470－Wである。

覆土　6層からなり，焼土粒子e炭化粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，黒色ブロック・炭化物微量

2　暗赤褐色　　焼土粒子多量，炭化物微量
3　暗赤褐色　　焼土粒子・炭化物多量
4　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化材微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子微量
6　褐　　　色　　炭化物中量

遣物出藍状況　遺物は出土していない。

∴二二
遭28．2m　　　　2　　　進

・r申竿ポム
5　　4　　　　　　3

0　　　　　　　2m

』二二二二二虻二二二二≡＝≡』

第238図　第72号土坑（墓墳）
実測図

新風　削平のため，平面形は楕円が連結した形状で確認されたが，本来はT字状であったと考えられ，北西部

が焚ロである。本跡に伴う遺物が出土していないため，明確な時期は不明であるが，周辺の同様な形状の遺構

の出土遺物から，中・近世の火葬墓と考えらる。
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③　その他の土壌

丑層解説

第50号土坑土層解説

l　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　暗　褐　色

11　黒　出　色

5　黒　褐　色

第55号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第58号土坑土層解説
ユ　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗赤褐色

第74号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗赤褐色

11　黒　田　色

5　黒　　　色

第75号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗赤褐色
3　黒　褐　色

・i　黒　　　色

第76号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

・i　黒　　　色

5　黒　褐　色

第77号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　にぷい赤褐色

3　黒　　　色

4　赤　褐　色

5　極暗褐色

第78号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

焼土ブロック少量夕　炭化物少量，ロ…ム粒子微量

炭化粒子多量タ　ロ…ム粒子も廃土ブロック微量

ロ…ム粒子の焼土ブロック微量

焼土ブロック少量タ　ローム粒子の炭化物微量

し「　∴ゾLJ∴・ケ・埴つ斗十日哉量

t‾「！、粒白微量

ロ…ム粒子微量

ロ…ムブロック微量

ロ…ム粒子微量夕　焼土粒子中量
ロ…ム粒子機還，炭化物多量
ロ…ム粒子微量，焼土粒子多量，炭化物微量

炭化物少量
†「－ム粒子少量，炭化物微量

ロ…ム粒子。廃土粒子少量夢　炭化粒子微量
ロ…ム粒子中鼠　炭化粒子少量夕　焼土粒子微量
炭化物多量，ロ…ム粒子の焼土粒子微量

ローム粒子の廃土粒子少量夕　炭化粒子微量
焼土粒子中量タ　ロ…ム粒子少量夕　炭化粒子微量
口一ム粒子0炭化粒子微量
炭化物多量

主「　∴粒j’一・焼「粒子少量

炭化粒子中量ア　ローム粒子の焼土粒子微量

炭化粒子少数㍉㌃」硝持∴焼土粒子微量

炭化物多量タ　ローム粒子少量

にトム粒子中量夕　廃土粒子の炭化粒子少量

「トlム粒」’一少量，焼「粒子微量

廃土粒子中量，ロ…ム粒子を炭化物少量

炭化物少量タ　にト㍉L粒子∴焼土粒子微量

l‾－「－ム粒子少量，焼＝位千・炭化粒自微量

ローム粒子の炭化物少量

ロ…∵ムブロック少量

U一一一一∴粒自哉量

ロト…ムブロック少量

第79号土坑土層解説

ヱ　暗　褐　色

2　窯　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

第91号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第93号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

第96号土坑土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　　　色

：3　黒　　　色

4　暗　褐　色

5　黒　　　色

（う　黒　　　色

7　暗　褐　色

ロー∵ムブロック微量

し「－∴ブIlJ、ノン少量

ロ…ム粒子少量

ロ…ム粒子中量

ロ…ム粒子軒数　焼土粒子さ炭化物微量
l‾－「一lム‾ブt‾ブ∴・ケ少量．炭化物微量

ロ…ム粒子微量

ローームブロック微量

U一一一一一ムブ「「：・′ク微量

ロ…ム粒子微量

焼土粒子を炭化物微量
焼十位十・歳・化物微量

炭化物中量芦　焼土粒子少量
焼土ブロック少量，ローム粒子や炭化物微量
炭化材少量
炭化物中量
ロ∴∵ムブロック微量

第97号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　炭化粒子微量

ご　暗　視　邑　l‾「ムブLJ∵ク・焼上位j’一・歳化物微量
3　にぷい赤褐色　　廃土粒子少量
4　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化物微量

5　黒　　　色　　炭化物少量，焼土粒子少量
6　黒　　　色　　炭化物多量タ　ローム粒子少量
γ　黒　掲　邑　　t‾‾「∴ブ「J㌧′ケ微量

8　暗　褐　色　　ロ…ム粒子微量
9　褐　　　色　　ロ…ムブロック少量

第98号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ロ…ムブロック中量プ　焼土粒子の炭化物少量
2　黒　褐　色　　炭化粒子少量声　焼土粒子微量
3　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子微量

4　黒　　　色　　炭化粒子中量ク　ローム粒子微量
5　黒　褐　色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　極暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子0炭化物微量
7　異　　　色　　炭化粒子少量
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第100号土坑土層解説
1　黒　褐　色

2　時赤褐色
3　極暗褐色
4　暗赤褐色
5　黒　　　色

6　黒　　　色

7　暗赤褐色
8　極暗赤褐色
9　暗赤褐色
10　時赤褐色
11黒　　　色

焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子・炭化物少量
焼土ブロック中量，炭化物微量
炭化物多量

炭化材多量
焼土粒子・炭化物少量
焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
焼土粒子多量
炭化物中量

第101号土坑土屑解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色　　ロームブロック・炭化物微量

第102号土坑土層解説

1黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　明　褐　色　　炭化物少量

第103号土坑土層解説
1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化材少量

第105号土坑土層解説

1　極暗褐色
2　灰　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　時赤褐色
6　褐　　　色

7　黒　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量，焼土粒子微量

ロ1ムブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック微量

ロームブロック少量

炭化物多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

〒∃⊇ク。5

10cm

第109号土坑土層解説

1黒　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量

2　極暗褐色　　炭化粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子微量

第112号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ロ1ム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化物中量，焼土粒子中量
3　暗　褐　色　　ロ1ムブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
4　極暗褐色　　焼土粒子中量，炭化物少量
5　黒　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
6　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
7　黒　　　色　　ロームブロック中量
8　黒　　　色　　ロームブロック少量

9　暗　褐　色　　ロームブロック少量

第113号土坑土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

第114号土坑土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

2　黒　　色　　ローム粒子・炭化物中量，焼土粒子中量
3　暗　褐　色　　ロ1ムブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化物少量
5　にぷい赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
6　褐　　色　　ロ1ム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

第116号土坑土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
5　黒　褐　色　炭化物中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　時赤褐色　　焼土粒子中量

7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
8　黒　　　色　　炭化物中量

トー　；　二］

第241図　中世その他の土坑（墓墳）出土遣物実測図（1）
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第242図　中世その他土坑（墓墳）出土遺物実測図（2）
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中の近陛　その他の墓墳出土遺物観察表　第姐の別図ラ

番号 種別　 器種 障 ‾…‾‾‾‾‾器高
底径 胎土　 障 ‾覇 …‾‾覇　　 手法礪 徴　　 …‾‾‾遠

備考

35 土師質土器　 小皿　 恒 の畑　 か0 複も5 堅 逗 塗 蔓 堅 張 攣 嘲 普通 極 部げ　　　　　　 ！下層
ユ00％pL 32 S監79

36 土師質土器　 小皿　　 9。7　　 3。5 5．2
荒 震 ㈲　 橙　 普通 底部醜 糸切 り 100㌦PL ！；ご

S監ヱ28

番号　 種別　 棒 奥行 厚さ 重量纏g）　　 材質 特　 徴　　　 ‾‾‾‾‾‾障 土 置
備考

堅 守 摘 魔 擁 縮 睡 鋒 23の2 摘。2 H e叫　 花崗岩 側面の丸み明瞭 上 部欠損ラ　　　　　 極 士上部 SK 79
師　 五墜 ＿＿＿＿望墜墜…i（望め封 持2潮 （22部 5・呂＿＿＿…＿＿＿＿＿！ 花崗岩 空輸部 と風輪部のくびれ明瞭　　　　 i S監ヱ23

番号 i 種別 i 径 匝 幅 i重量 初鋳年 i 材質 i　　　 特　 徴　　　 一nN〃…ル‾障 土位遠 備考
M 招　 招聖元驚 枠 用 鋸日 鋼 摘糾　　　 銅　　 北宋銭　行書　　　　　　　　　 i S監46 閉レ蟻
関村　 渋魂通貨 匝 項 ザ 月 猶 蟻鉦　　 銅　　 棒 銭 晋漸　　　　　　　　 ！ SK 55 伊L46
攣＿招　 日日通常 枠 用 針目 狛 i　 鏑　 i銭名不明　　　　　　　　　 i SK 55 PL 46
M 目　 元符通常 枠 用 針目 鍼 摘鮎　　 銅　 棒宋銭 行書　　　　　　　　 i SK 55 鍋レ蟻
M 叫　 治平元賓 恒 も項 ・項　 e5 摘飢　　 銅　　 匝 宋銭 真書　　　　　　　　 i SK 55 PL 」・6
M 叫　 豊栄通常 膀 項 針目 鍼 柑罰　　 銅　　 棒 宋銭 真書　　　　　　　　 ！ SK 55 ㌘L 46
M 摘　　 洪武通常 壁 上 堅 i M 相槌　　　 鋼　　 明銭　無背　　　　　　　　　 ！ SK ううPL 亜
M H　　 日商通常 2叫 鋸招 錮 ！　 鋼　　 上 部欠損夕銭名不明　　　　　　　　 床面 SK 78
M は　　 永楽適鷺 2項 鋸招 鍼 射姻　　　　 銅　　　 明銭　無背　　　　　　　　　　　　　　　　 床面 SK T8　pL ∵損
M 臓　　 元豊通常 墜 十 堅 i 鍼 相関　　　　 銅　　　 北米鑑 行書　　　　　　　　　　　　　　　 床面 SK 78　PL ・五
M 摘　　 開元通常 墜 圭堅 i m 寝l　　　 銅　　　 唐銭　　　　　　　　　　　　　　　　　　 床面 SK 78　PL 」・γ
M ユ5　　 警乗元賓 2サ4　　 0．6　　2ぁ9 H 飢　　　　 銅　　　 北宋銭　 行書　　　　　　　　　　　　　　　 床面 SK 隷 PL ・五
M 用　　 永楽通膏 射　 る叫　 や6 朝酒　　　　 銅　　　 明銭　模鋳銭　　　　　　　　　　　　　　　 床面 SK T8　PL ・五
M 膵　　 不　　 明 塗 上 野 斗 肇 i　 銅　 i銭名不明 監視
M 18　　 問元通賞 2項　 羽　 03 寝日　　 鋼　　 匝 寛永 匝 湖 瓢湖

M 摘　　 治平元賓 壁 上 畢 斗 畢 蟻糾　　　　 銅　　　 北宋銭　真書 監視
M 鋪　　 景祐元賓 叫　 0月　 あ5 蟻凱　　 銅　　 棒 宋鑑 真書　　　　　　　　 i 匝瀾 瓢湖

M コ1　　 不　　 明 2．4　　 0。7　　3。0 鋼　　　 摩滅夕　銭名不明 SK ＝　PL ・17
M 22　　 日ロロ鷺 2項 針目 狛 i　 鋼　 ！銭名不明 SK 84
M 23　　 寛永通宝 射　 せ叫　 も5 蟻蔦　　　 銅　　 瞳寛永　　　　　　　　　　　　　 床面 SK 応 PL ・五
M 凱　　 太観適賓 2項 針目 招 H 併　　　 銅　　 糎 宋銭　　　　　　　　　　　　　 床面 SK 85 ㌘L 47
M 茄　　 に口元鷺 項　 羽　 を3 i　 鋼　　 摩滅き銭名不明　　　　　　　　　　 床面 SK 樟 PL 17
M 2招　 豊栄通常 項　 羽　 82 i　 鋼　 i銭名不明　　　　　　　　　　 い 摘 SK 93
M 器　　 元豊適賓 2項 針目 ㍊ 相関　　　 銅　　 棒 宋鑑 行書　　　　　　　　　　 床面 SK 93 PL 47
M 罰　　 寛永通宝 2項 針村 雨 ！　 鋼　 i表面不明瞭　　　　　　　　 ！ 床面 SK 93 ㌘L 47
M 灘　　 永楽通常 2項 鋸招 ㍑ 摘鵬　　　 銅　　 棒 銭 模鋳銭　　　　　　　　　　 床面 SK P3
M 凱　　 不　　 明 ・項　 羽　 を6 i　 鋼　　 瞳 面不明瞭　　　　　　　　 ！ SK 93
M 霊　　 威平元鷺 2適 い摘 ！錮 鱒　　　 鋼　　 匝 宋銭　　　　　　　　　　 ！ SK はγPL∵17
M 謂　　 皇宋通常 壁 上 堅 斗 畢 摘詣　　　　 鏑　　　 北宋鑑　家書 SK 127PLJ「
M 凱　　 元祐適賓 項　 羽　 の7 摘鋪　　　　 銅　　　 北米鑑　行書 SK E TPL 工
M 滋　　 不　　 明 射　 せ叫　 el ！　 鍋　 i銭名不明　　　　　　　　　 i S監ヱ27
撃墜ww′j＿＿＿＿　浜武通貨 0 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿望＿＿＿…mWu恒 の3 蟻拓　　　 鋼　 ＿＿＿＿＿…＿＿＿望墾＿…墜望　　　　　　　　　 ！ SK lガPL 宥

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

士坑
番号
位置認諾　平面形長票緋慧忘膿　壁面

底面　覆土　　　出土遺物 備　　考
4日→新〕

46D4g6　　酢凱つE　‖瀾丸長方形］l工lT「＼LOl…116　　　外傾皿状　人為　古銭ラ土師器片本跡－→SK・汀

50喝畑N骨附E　不整那形i

i

溜粕鋸巨浮巨細平坦　人為i 酎詔小本跡

5ま撃つ酢…『双服 0媚×e待恒項梱働匝可序射 Sl73→事跡

53匝攣恒闇戎棒彿彿ユ郡は巨叫舵機匝可序射 S173→本跡

55鑑糟　　N叩　0胱W　　　楕円形攣繍鮮「臓巨細平坦i人為匝銭 SK54→本跡

58肋　匪欄　不整那形闇路凱巨摘巨船乎趨　太為

62地引N勝正　隅丸長方形潤繍糾い狙い貼平坦　人為　人骨 鯛は鉦す奉跡

72路魁＿＿＿……＿：緒＿……＿＿…望楕望き＿＿…＿望．望＿望＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…．…WWW＿W　緩斜望＿望＿＿…＿＿；＿＿＿＿＿▼げ望wV“j
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志等 位 置 主軸方向
長径　纏由）

平面形
規　模（m ）　深さ

長径潮極短径潮）km ）
壁面 底面

覆土 巨 土遺物 昌 →謡

74　　 り3b7
N －730－E ［不定形］ （1034）×臓 巨項　 外傾　 極 大 人為 i　　　 巨M l→本跡→SK 73

軍 b7 N柳82歳日華形］恒）×臓 恒月 齢日華 爛 l　　　 巨M巨本跡
76 P 3a7 N －47㌧E ［不定形］ （0。98）×0．38 20 緩斜 皿状 人為 T M IH→本跡

入射　　　　　 本跡→SK 翔
77 P 3C9 N －22㌧E 隅丸長方形 （1．06）×0．42 n　　 緩斜 平坦

7中 巨 甜 人為 匡 銭　　 isK 77→本跡 ・SK 79
N 一骨L W 不整長方形 仕22）×0．74 26　　 外傾 平坦

7中 巨 掴 人為 巨 師質城 五輪塔 isK 78と重複 漸 旧不明）
N －220－E 隅丸長方形　 1．09×0．58 23　　 外傾　　 凸凹

人為 匡 銭　　 isI73→本跡
84 P 3a8 N u78。柵E　　　 楕円形　 ［0．66］×［0．48］ 不明　　 不明　　 不明

人為 桓 銭　　 ；
85 D 3¢寸 N －810－E　　　 T 字状　　 1．1 ×H 8 不明 不明　　 不明

91 D 3bT N 守2㌧E 隅丸長方形 1．02×0，71 ユ7 緩斜　　 皿状 人為 人骨

93 C3i9 N →hごIW 楕円形 0．96×0。57 8 緩斜 血状 人為 古銭

9月 C3j6 人為 i　　　 巨M 巨 本跡
N 町540－E ［不定形］ （0。71）×0．57 34 外陣　　 凸凹

97 巨 3j6 人為 ！ ．… ∴ … 」 聖 と 本跡
N 凶420－E ［長方形］ （0。32）×0。38 39　　 外傾　 ほぼ平坦

98 C3j5 N 鞘150dE　　 ［不定形］ （1．43）×0．34 23 緩斜 皿状 人為 TM l…→本跡

100 C3j5 N 脚19㌧E　　 ［不定形］ （1．16）×0．34 24　　 外傾 凸凹 人為 T M l→本跡→S K HM

101 り2bO N －77∴W ［隅丸長方形］絶49）×0。35　　 41　　 緩斜 皿状 人為 本跡→SK lO2

1可 り2bO N －570－E　　 不整楕円形 （0．58）×0，43　　 40　　 外傾　　 平坦 人為　　　　　　　　　　 SK lOl つ03→本跡

可 2bO N 鵬23。－E　　 不整方形　　 0．78×級6）　 28　　 直立　 ［平坦］ 人為 ！　　　　 本跡→SK 用2

105　　 m 3C7 N －610－E　 ［不定形］　 1．26×0．75　　 44　　 外傾　　 平坦
人為 i　　 iT M l→本跡 e sK l15

109　　 り3a7 N －490臓E　　　 不定形　　　 私67×0．21　 6　　 緩斜　　 血状 人為

11月　 り鮎7 ．N 】460＿E i ［不定形］ 恒却 ×私5日 4月　 外傾　 位相 ．人為 ！＋ ＋ ＋ ＋ ・ 拉湖 巨 本跡112 巨 脚 「鮮好 一E l ［不定形］ は．25）×私54
「

43
！
！ 外傾 樟昭 l 人為 ！＋ ＋ ＋ ＋ ’ 巨竺 ㌍ 本跡

H 3 C 3j6
N 酢 E 巨 柁 形］ 恒 躯 臓 「可 外傾 i 平射 人為 ！　　　 巨M 巨 本跡

H 4 り3C8
N 一酢 可 不振 方形 巨 16×0・2中 畑 緩斜　 蹴　 人為 ！＋ ＋ ＋ ＋ ！

116 C 3i3 N －00　　　 ［不定形］ 1864×0．65 35 外傾・緩斜 皿状 人為 T M L→本跡

121 り3e5 N －5y －E ［隅丸長方形］ 0．85×［0．69］ 22 緩斜 平坦 人為 五輪塔，人骨　　　 SK l17→本跡→SK 123

123 り3g5 N －25。－E 不整楕円形 0．81×0．51 20 外傾 皿状 人為 五輪塔　　　　　　 本跡→121

125 り3e7 N －3什IE 不整長方形 1．23×α95 不明 不明 不明 人為 人骨　　　　　　　 SK 126→本跡

N －300可　 長方形　 巨 93×0．65　 不可 不明 i 不明 ［人為 匡 銭　　　 恒 1→本跡
127 り3e2

128 D3相
N 酢 項 隅丸長方形 巨 05×0可 不明 「 不明 ！不可 人為 匡 師質螺 古銭 l

4　その他の時代の遺構と遺物

今回の調査でタ時期不明の溝　条　士坑の軋　ピット群且か所を確認した。以下，記述したもの以外はタ実

測図及び一覧表で掲載する。

汀「溝跡

当遺跡からほ，中世の項で紹介した第8㍉臓∵汀号溝を除いて6条の溝が検出されている。第1号溝は，調

査区の東部を東西に直線的に延びた後，西端でほぼ直角に短く南北に屈曲している。第2号溝はタ調査区の東

部を南北に延びており，北部はエリア外に達している。第5号溝は，調査区の西部を東西に延び，第95096号

住居臥第2号壇の周溝を掘り込んでいる。第6号溝はタ第5号藩とほぼ平行して延びておりタ第65866e97

号住居跡を掘り込み，東端はエリア外に達している。第7号溝は，調査区の南西乳第6号清の南側を北北西

に延びタ第66号住居跡を掘り込んでいる。第9号溝は，円弧状に巡っている第8号溝の北部内側に接するよう

に延びている。レザれからも遺物は出土しておらず，性格は不明である。これらの清について，平面図は全体

図に示しタ　土層実測図と一覧表を記載する。
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第2堵3図　その他の時期不明溝跡実測図

その他の時期不明溝跡土層解説

第1号溝土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　灰　褐　色

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　極暗褐色

ロ…ムブロック少量

し「、、ムブLJック多量

ロームブロック多量

ロームロック中量

ロームブロック中量

ローム粒子少量

ロ…ムブロック中量

第5号溝土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　色　　黒色ブロック多量，ロ…ムブロック微量
3　暗　褐　色　　ロト－ム粒子中量

表9　その他の時代　溝一覧表

E
－28．4m

l、モ声ミキ謹言、；’‾一1
3　　　　　　　　　　sD5

第6号溝土層解説

1　里　　　色

2　黒　褐　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

5　灰　褐　色

第9号溝土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

F．

2m

．こて一二二二二∵二．二二・二二一二二一三

黒色ブロック中量，ローム粒子微量

ローム粒子微量

ロ…ムブロック微量

ローム粒子微量

ロームブロック中量

ロ…ム粒子微量

ロームブロック微量

ロー∵ムブロック少量

霊讐　 位置
主軸方向　 形状

規　 模 （m ）　 ！孟
主な

出土遣物
備考 （旧→新）／′＼ 確認長 「 上幅　 下幅　 深さ　 獅 底面 覆土

1 巨 6b4 ～F7f7 N －680可 丁字状 （43 ・02車 6 ～可 0・2 ～07 巨 … 5 巨順 恒 車 為
土師器片 SI66 ・70→本跡→SK 80・82・83・

141・142 弓46弓47 ・163～165
2 擁 9～E6eO N －290可 直線 （11・20）恒 ～0・可　 0・〔 「 「 「 つ ∴ 「

5 i c lb8～C 2e2 N －490可 直線 （17・98車 … 可　 鋸‖　 0・18　 極 斜 匝 状 匝 然
SI65，66eSO l83，SK 80→本跡

6 i c Ic4 ～D 2f7 N －520灘 棒 線 （11・20）i o・8～2・O i o・4～0・6 i o・25　 極 斜 匝 状 極 熱

バ D 2a2～り2C3 N 】220－W 極 大 19可 0在 0・7 日 ・1 i o・1 匝 斜車 可 …
須恵器片 SI93 ・94 ・97→本跡

i c 朽～望＿望 N 肪 望＿＿！＿＿直線 i 22可 0・8 棚 車 2 ～・＿＿＿＿＿＿＿＿逗 ・蟻 i＿＿＿外可 凹＿＿＿＿＿＿擁 土師器片 Sり8→本跡

（2）土塊

今回の調査の結果タ105基の土坑が検出された。土坑は調査区域全体に分布しており，方形及び長方形のも

の，円形及び楕円形のもの，T字状のもの，双円状のもの，不定形のものなどが確認された。このうち，出土

遺物や土層観察などから古墳時代のものと考えられる第4034号土坑は古墳時代の項で，中世の墓境と考えら

れる第46050の51・53。55ゆ62・68072074～79084・85ゆ91。93・96～980100。1020103のユ050ユ09。112

～114。116や121や123012501278128号土坑（墓墳）は中世の項で取り上げている。そのほかの土坑は，出

土遺物が少ないため，時代や性格ともに不明なものが多い。

ここでは，道春状態が良好な土坑をいくつか取り上げ，一覧表及び実測図を掲載する。
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第別図　その他時期不明土坑実測図（2）

その他時期不明土坑土層解説

第1号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　ロ…ムブロック中量
2　暗　褐　色　　ロームブロック多量

第2号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

第3号土坑土層解説
1　黒　　　色

2　黒　褐　色

3　暗赤褐色
4　黒　褐　色

5　里　　　色

6　黒　褐　色

7　里　　　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

ロームブロック微量

ロトムブロック少量，焼土粒子微量

ロ…ム粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子・焼土粒子微量

ロトーム粒子0焼土粒子微量

焼土ブロック中量

焼土粒子少量

ロ…ムブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック少量

口一ムブロック中量

ロト－ムブロック少量

l＿＿＿＿〕

①

ー二一一

SK104

0　　　　　　2m

ト二・一・一1一一一十一一一一一一‥一一「〕

第6号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第11号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

第15号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　黒　褐　色
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ロームブロック中量

ロトムブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

ローム粒子微量

ロームブロック中量

ロトームブロック少量

ロト…ムブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック中量

ロトームブロック少量

ロームブロック少量



第16号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

第18号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　極暗褐色

第19号土坑土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色

第20号土坑土屑解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色

第21号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック多量
ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

ロームブロック多量

ロームブロック中量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

ロームブロック多量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

口一ムブロック多量
ロームブロック中量

4　褐　　　色　　ロームブロック多量

第22号土坑土層解説

5　黒　褐　色　　ロームブロック中量
6　極暗褐色　　口一ムブロック中量
7　暗　褐　色　　ロームブロック中量

第25号土坑土屑解説
1　黒　　　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　　ローム粒子多量
4　極暗褐色　　ロームブロック中量

第29号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　極暗褐色

ローム粒子中量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

第30号土坑土層解説

1　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
3　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
4　褐　　　色　　口一ムブロック中量

5　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

Y′　　SK2TP48

第246図　その他時期不明土坑出土遺物実測図

第45号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　　　色

第52号土坑土眉解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色
3　極暗褐色
4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

第54号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

第61号土坑土層解説

1　黒　　　色

黒　褐

暗　褐

黒　褐色
5極暗褐色
6暗褐色
7極暗褐色
8黒褐色
9暗褐色

第82号土坑土層解説
1黒褐色
2極暗褐色
3褐色

第83号土坑土屑解説
1黒褐色
2暗褐色
3暗褐色

ローム粒子中量

ロームブロック少量

口一ム粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ローム粒子中量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量，黒色粒子微量

口一ムブロック中量，黒色粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子，黒色粒子微量
黒色粒子少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

口一ム粒子中量

ロームブロック少量

ロームブロック・黒色ブロック微量

ローム粒子微量

ロームブロック微量

第92号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，黒色ブロック微量

第117号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第120号土坑土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子中量

2　黒　褐　色　　口一ムブロック微量，黒色ブロック少量

3　黒　褐　色　　ロームブロック微量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量
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その他の土坑出土遺物観察表　第別図）

番号　 種別 W…‾‾‾‾…i‾…義‾遠‾‾‾‾‾！…‾‾岩径 器高 i‾‾‾‾‾‾還径 胎　 土 色調 恒 蟻 手法の特徴 出土位置 備考
撃墜 恒錮接儲 日射射 融叫 繊羅 ・長石 ・石英 明褐 ‖ 摘 羽状縄文施文 北壁際上層 SK 2
TP49　縄文土器 ＿＿＿＿＿＿＿墜＿墜＿…i 持。＿＿＿＿＿＿i 減鉦 ・長有 ・石英 赤壁 ！普通 L の無節縄文施文 － SK 2

′・　　　　　、　　′　　　　ノ

孟　位勘謡浣　平面形長姉慧忘憺　壁面　底面覆土　　出土遺物　　　‰謡

招畢生攣宰恒獅『摘×澗巨狛恒抜「鞘堕し…＿……i
J　EhO　N－6ドーW　　長方彬　　2．日＼1．情　調　　外何　　十耕人為

項振磁区770－W　隅蟻方形巨罰Xも盤恒引接斜　翻堕し……＋＋つ
適漣　長方形巨飢Xp鵬恒項外傾　平坦人為恒土断ブ土纏片潤片i
也空也空聖止華墜十轡壷軒五千嘉丁覇爛i縄文土断　　i
也空也空聖止埜堅吏聖攣汀すγ彿丁靂i爛i　　　　 i繍欄8
項脱軽掛W　隅丸長方軋空聖攣車中恒臓上海！人為レ…＿H＋　Hつ五㍍彿
項融通極悪茂「結形匝轡溌極目翻日南爛！　　　　　匝炬棚
聖恒攣斗堅隼中日緒形匝墜攣恒つ離日壷人為i　　　　 i本跡欄9
融空也聖と上里工「攣＿　匝丁元司靂堕し＿二＿…つ
ほ枠毎畑野駁E　円形　いぁXや粥恒月外傾　平坦爛匝膵片　　　匝紅繍
曇止望』空望聖L空生上空聖を匝可夕礪陸地墜「…＋＋＋　j
融空也聖攣上空と匝聖ヰ匝丁元司覇尤為‾‾‾‾‾‾‾「…＋＋＋　j
聖捷警吏璧攣止」璧」上聖禦項や丁頂傾i傾斜捷軋＿…＋　Hl
聖捷聖上攣禦止」墜」巨聖聖再読寸元五千遠人為」……＿．つ
現や項彗撃つ　鞘杉　巨拗潤い可読立i平坦堕し…＋＋＋1
JO　FGe8　　NⅧ廿　　　　日彬　　　1．肝　　　65　　直立平坦人為
飢睦潅棒㈲－W巨円形］巨・29×（ぜ拍車中外値　鞘爛i　　　　　 匝跡→SK22039

崇　E句　　N一骨「W　　出府　　1．芋＼1．日　　出　　直立　　十川人為　　　　　　　　　　　　　 SK21H→本跡
器陣中N一生⊥墜隼上空…　睦斗元可靂人為i　　　　　 棒跡→SK24

飢極項N餅W　円形　は×。鋸恒中外傾　平坦人為匝緒片　　　　 S‡23→本跡

25　㌘7諷2　　N納630撮W　　円形　　　抜89×0。82　凱　外健も緩斜　皿状人為　土師器片

JO　Ell　Nう8∴W　　楕円彬　　0．神米（用5　J3　外陣「耗斜1皿状人為　土師器片
2月Fa項N幽艶0山E　隅丸長方軋聖攣車引離日壷人為匡師器片　　　 i

詣圧a月餅鮮E　隅丸長方引用㈱堅い中日拉上海入射

午匝臓棒灘茂「紡形匝轡轡棒つ彿当面人為i　　　　　 恒か繍

30　（つgγ　N一郎∴E　隅丸長方彬　1．7γ入け59　30　　藻斜　　平川人為

33　E碑　　N一山’－W　　円形 且。26×H4　　54　　直立　　平坦人為

36 FTL3　　N－（汗－W　隅丸長方彬呈。47×0。76　　92　　直立平坦人為　　　　　　　　　　　　　 Sは→本跡

欝つ「紹遺N－寝∴W　　長方彬　1．岬＼（屈6　　訓　　直子平坦不明 SDL一本跡

38　　藍6i9　　N蔓ぎ㌧E 楕円形　　1．号Xけ78　　70　　直立平坦不明　　　　　　　　　　　　　　 SI5→本跡

3p　E5j8　　N－1洋一W ［楕円形］［1．05」×0．69　29　　外傾　　平坦人為　　　　　　　　　　　　　 SK21→本跡

購　m　Nb掛W　楕円形巨捕XH 巨鵬　傾欄斜平坦人為 Sll→本跡

隼序潅軽聖汀ザ形　巨扮服十可夕礪極大人為匝緒片　　　　 棒13→本跡

隼拉聖斗聖賢可約彰「憫軋鵬匝可夕礪巨可人為！　　　　　 恒→本跡

44　　E5C4　　N㌘甘∵紺　隅丸長方形　1．48×0。88　　65 直立平坦人為　　　　　　　　　　　　　　 S138→本跡

45　E6el　N…900　　　楕円形　　　0．8×0．58　20　　外傾　　平坦人為 SH→本跡

・五　　D心G　　N一作　　　問丸長方彬0．96×0．73　　摘　　緩斜　　血状不明 SK46e48→本跡
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土坑

番号

位 置 認 霊㌶ 句
平面形

規　 模（m ）　 深さ

長径滅極短　潮服 cm ）
壁面 底面 覆土 出土遺物

備　　 考

（旧→新）

49 鵬 巨臓 用 楕円形 1・1×0・96 巨 2 緩斜 平坦
序 明

52 C 3j8 i N 鍼420－E 長方形 0・98×0・可 33
外傾 平坦 人為 土師器片

54 C3両 N －280－W 楕円形 0・97×0可 17
緩斜 平坦 人為 土師器片 SK 55→本跡

56 曲 可 N －500－E 隅丸方形 1・23×14糾 い 2 緩斜 平坦 人為 土師器片

59
甜 月 N 献 牒

隅丸長方形 1ぜ55×1・15 巨 4 外傾 平坦 不明 SI83→本跡

60
晦 日 N －590－W

長方形 2・58×ユ可 44 外傾 平坦 人為 SI83→本跡

61 B 2j8　　 N 一用0－W 隅丸長方形 2・65×1・53 恒 0 緩斜 平坦 人為 土師器片 S壬89→本跡

63 C 3両 N －70－E 楕円形 0胤 ×0可 12
緩斜 平川 人為

64 り3d6 i N 輪420－E ［楕円形］ 仕融×［0可 46 夕も傾 平坦 人為

65 脱 可 N －30。－E ［楕円形］ ［臓 ］×仕35］巨 0 外傾 半川 人為

66
P 3d可 N －460－E

［楕円形］ 仕55］×［1可 85 緩斜 平坦 人為

67 D 3可 恒 ぼ 瀾 ［円形］ 山 2］×［1戚 恒 2 直立 皿状 人為

69 ．。3el i N 仙240－E ［長方形］

l

1・73×0・79 巨 8 外傾4緩斜

t
傾斜 自然

t
73 り3b月 N 酢 E ［不定形］ 圧3］×掴 7 恒 6 内傾 凸凹 人為 土師器片 T Mつ ・SK 7十 本ゝ跡

82 C 3可 N －900 隅丸長方形 2e36×Oe87 巨 6 外傾 平坦 自然

83 C 3拍　　 N 一軒 E 隅丸方形 1・06×0可 15 外傾 凸凹 人為

86 臓 可 N －00 楕円形 1・32×0ヰ7　 序 明 不明 不明 不明

87 り3可 N 酢 W 長方形 ・× ・中 不明
不明 不明 不明

88 りe可 由酢 E 楕円形 le7×摘 上欄
不明 不明 不明 埴輪片

92 C3i中 N －5 0－E 楕円形
0・85×Oe5中 4

外傾 平川 自然

99 脱 可 N －Oe 円形
用×0可 不明

不明 不明 不明 TM 「→本跡

104 C 3汚　　 N －20㌦E ［隅丸長方形］（0・99）×如 糾い 4 緩斜 皿状 不明 TM l→本跡→SK lOO

106 り C月 N 酢 E ［不定形］ ［1e27］×0可 29 緩斜 凸凹 人為 TM l→本跡

1可 脇 可 N 糾210】W 楕円形 1832×0・54 序 明 緩斜 平坦 不明

115 i 地 目 N 齢 E ［不定形］ 1・33×09可 不明 外傾 不明 人為 T M l→本跡H→SK lO5

1可 地 引 N －440－W ［隅丸長方形］（0線 ×0・62 巨 5 緩斜 平坦 人為 本跡→SK 121

12可 り3中 洞 …
長方形 1・34 ×0・83 巨 1 外傾 平坦 自然

124
脇 目 N 一針 W

［長方形］ ［は ］×0・78 序 明 不明 不明 不明 TM l→本跡→SK 69

126 望 ＿……＿＿＿＿…＿＿曇 0灘 不整円形 0・89×撒 ‖ 不可 不明 不明 不明 本跡→SK 125

（の　どット群（第247図）

調査区東部で第ユ号ピット群が確認された。ピッ吊ま13か所（Pユ～P13）検出され　平面形は長径却～射

cm，短径18～22cmの円形または楕円形で　深さは　～欝cmである。出土遺物がないため時期は明確でないが汐

古墳時代の住居を掘り込んでいることから，それ以降と考えられる。並び方に規則性がないためピット群とし

て扱ったがタ　Plタ　P2，P3また，P3，P7，P8はそれぞれ直線状に並ぶことからタ　末検出の掘立柱建

物跡の柱穴である可能性も考えられる。
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第錮図　第　号ピット群実測図

5　遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺構に伴わない主な遺物について，遺物観察表で記述する。
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第248図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第249図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第248・249図）

享：幸一こ＝＝＞

0　　　　　　　2clu
l l

l　　　　　　　　　　、

0

甘
⑦

10cm

l　＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

番号種別 器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

379縄文土器探鉢－（3．0）7．2繊維・石英 橙普通
LRの単節縄文，やや上げ底 D4d6

380 土師器 ［26．6］（5．1）－
長石・石英・にぷい普通

口辺部に刺突痕がある3本の棒状浮文
B2il PL48宣E 雲母・赤色粒子黄橙 貼付，浮文間へラ磨き

381弥生土器宣E －（5．8）5．3
長石・石英・

雲母・赤色粒子
橙普通体部外面下段へラ削り，内面ナデ E5a9

382 土師器器台6．7 ほ0）－

長石・石英・にぷい普通
器受部外面へラ削り，脚部外面へラ磨き，

TMl
65％

雲母・白色粒子橙 脚部内面へラ当痕，窓3か所 PL16

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

TP51縄文土器深鉢－（7．1）－繊維・長石・石英にぷい褐良
RとLの短軸絡条体縄文 PL48

TP52縄文土器深鉢－（8．7）－繊維・長石暗赤褐普通
0段多条の羽状縄文地に，ループ文，

病状の貼り付け文 － PL48

TP53縄文土器探鉢－（6．9）－繊維・長石明赤褐良
0段多条の羽状縄文 － PL48

TP54縄文土器探鉢－
（7．2）－繊維・長石にぷい黄橙良半裁竹管による波状文 PL48

TP55縄文土器深鉢－
（7．0）－繊維・石英明黄褐普通

ループ文が密に施され，上段にコンパ

ス文，下段に多条縄文が羽状に構成
TMl PL48

番号 種別 長さ幅孔径重量 材　質 特　　　 徴 出土位置 備考

DP230 土玉 2．9 2．8 0．7 18．8 土 外面ナデ，ヘラ当痕 －

DP231 土玉 3．0 3．4 0．7 32．9 土 外面ナデ

DP232 管状土建 2．8 2．4 0．6 16．9 土 外面ナデ，一面が平らに整形，半分ほど欠損 －

DP233 管状土錘 3．9 1．3 0．3 5．9 土 外面ていねいなナデ －

番号種別 口径器高底径色調材　質 手法の特徴 出土位置 備考

DP234円筒埴輪－（8．8）－
明赤褐土外面ナデ後凸帯貼り付け，凸帯断面三角形，内面ナデ － PL40

番号種別長さ帽厚さ重量 材　質 特　　　徴 出土位置備考

Q77 石鈷 （2．7）（2．1）0．8 （3．6）チャート無茎数，押圧剥弧　刃部先端・基部欠損 SI58 PL48

Q79 剥片 2．9 1．8 0．6 2．9 チャート縦長剥片，打面は単剥維面で平坦 SI62 PL48

Q87スクレーパー3．6 2．1 0．9 5．5 黒曜石左側緑部に主要剥離面倒から急角度の調整 － PL48
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番号 種別 i長 さ i‾‾…遠 扇 重量 ！‾‾‾…‾材 質 i　　　 特　 徴
備考

撃90 石鉄　 棒 中 潮 O．う le叫　 チャー！、 糎 茎数 押庄剥離　　　　　　　　　　 迅蝕7 PL 48

墾 1 ナ　 フ形石器睦 月　 60 陣 も9 蟻の項　 安山岩　 細身の切　 出し型　　　　　　　 i F6 PL 48

Q 92 石斧　 匝 扉 恒 や5 巨 2 持 潮　　　 砂岩　　　 小型の磨製　 走角武力　　　　　　　　　　　　 り舶6 PL寸う

Q 93 石鍍　 い ・茄 巨 鵬 0サ2 8項　 チャー　 糎 茎鉱 抑圧剥離　　　　　　　　　　 別3 PL 寸ト

墾 4 石匙　 陸 自　 のヱ 0．5 0月　 頁岩　　 綻乳 先端 をつ　 み部一部欠損　　　　 樟 紺
PL イJ

Q 95 石斧 i移動　 ＿＿＿＿…＿＿ 3．6 （聖＿潮 i 墜墜岩　 全面磨製 定角式力　　　　　　　　 恒 接2 PL 寸う

霊震霊宝詔霊霊董≡霊迄≡≡≡警≡≡；≡要望≡霊≡

′ノ′　　　　　　　　　　　　　　′′

当遺跡の調査は　平成摘年7月から平成蟻奪3月にかけて実施され　縄文時代前期と古墳時代前期の集落跡

であることと撃　古墳時代後期の古墳群タ　さらには中性から近世にかけての墓域でもあることが確認された。こ

こでは　集落の変遷についての概略を述べタ　まとめとしたい。

ノ　　　　　、

∴　ノ　　　　　　′　　′　　　　・・　　　　　　　　　′、　　　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　　　‥　　′

よる撹乱層等から出土した　ので　遺構から単独で出土した　のほ存在しなかった。また　石器集中地銀など

確認で　なかった。出土した遺物はいずれ　混入した　ので　この地が旧石器太の居住の場となっていた可

能性は低いと思われる。、

・ノ　　′＼

遺跡の南方には霞ケ浦が位置しているがダ　ニの時期には気候が温暖化し　縄文海進が最高潮に達した上目こ

とから　海岸線は現在より　間近に迫っていたと想定される。

・J　言．・　ノ　′　　　　　．　∴′・　．′、　′、′′　′子：　′　　∴　、‾　　　　　・‥‘、

発的に増加してお狛2ノ　当遺跡　そのひとつに挙げられる。

縄文時代の遺構として　前期前葉および複葉の竪穴住居跡摘軒が確認されタ　出土土器や住居の形態から筆　問

－　1ヽ　　′　　　　　　　′　、′　　ノノ′　　一　′　　　　　　　　　　1　－ノー　′　ノ　′　′　　　　′

浜式期はタ　調査区東部に5軋　中央部に3軒汐　西部に3軒の3群に分かれて，浮島Ⅲ式期は西部にi軒確認さ

れた。なお　残る　軒については　出土土器から前期前葉と考えられるが　明確な時期については不明である。

また夢　遺構とは別にタ　調査区のほぼ全域の表土中からも縄文土器が検出されたが診　これらもその特徴から前期

に比定されるものであるご

瞥凰跡では芦　内陸まで進んだ海進の時期に小規模の集落が形成され芦　先々の生活が営まれていた。しかしタ

その後海遇に転じる。集落は言毎進による環境の変化に伴ってタ縄文時代前期後半以降にいったん衰退するこ

ととなる。
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第250図　縄文海進時の霞ケ浦 第251図　現在の霞ケ浦

※「特別展　霞ケ浦の貝塚文化」茨城県立歴史館より転載

3　弥生時代

後期と思われる混入した土器細片1点が，表土中から確認されているが，弥生時代の遺構は確認されていな

い。

4　古墳時代

縄文海進による環境の変化に伴って，縄文時代前期後半以降断絶した集落は，4世紀になると再び居住域と

なる。

古墳時代は当遺跡の主たる時期であり，調査区全域から85軒の竪穴住居跡と2基の土坑，1基の方形周溝墓，

2基の古墳が確認されている。出土土器から住居跡・土坑・方形周溝墓は前期であり，この時期に規模の大き

な集落が営まれていた。集落については，土器の形態や住居跡間の切り合いなどから，2時期に分けることが

でき二世代から三世代にわたって継続して生活の場となったことも見てとれる。

I期は4世紀初頭から前半にあたり，土器の特徴を見てみると，壷は複合口緑で棒状浮文が貼り付けられ，

高杯は杯部に大きく張り出す段をもっている。さらに，S字襲B類が出土している。一方Ⅱ期の土器は4世紀

前半から中頃で，高杯は，大きく深めの杯部をもっている。また，器台は器受部が小さめで内湾椀状を里し，

脚部はI期に比べると長くなっている。

また，調査エリアのほぼ中央部に方形周溝墓が位置している。調査の結果，方形周溝墓は集落と同時期と考
おおつかあらぢ　　　　　　　　かないど

えられ，集落と混在するあり方（3）を示し水戸市大塚新地遺跡（4）や日立市金井戸遺跡（5）などと同様に，同時

期の集落内に1基だけ存在するタイプといえる。ただ，北側は調査区域外となっており，周辺にはさらに方形
ひいがま　　　　　　　　むかいはら

周溝墓が存在している可能性もあり，この場合には，大洗町髭釜遺跡（6）や土浦市向原遺跡（7），牛久市猫遺

跡（8）のような，同時期の集落内に数基存在するタイプとなる。

古墳時代後期になると，遺跡内は墓域に変わり，2基の古墳が構築される。
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第1号項は，後世の削平のため，墳丘中心部付近の一部と周溝が検出されたが，埋葬施設は確認できなかっ

た。規模は同港内法で，全長21．5m，復円部の径18mほどの帆立貝形である。遺物は多量の埴輪片と土師器片，

わずかに須恵器片が周溝から出土している。埴輪は円筒埴輪と人物埴輪の顔面部・胴部・腕部が認められるが

すべて破片であり，一個体がまとまって出土したものは一点もなかった。時期は円筒埴輪の特徴から6世紀後

半と考えられる。

第2号境の規模は，周溝内法で全長26．5mで，後円部径20．1m，前方部幅13．3mほどのくびれの少ない前方

後円墳で，墳丘はすでに削平されているが，周溝と，前方部に埋葬施設（箱式石棺）が検出された。遺物は周溝

から銅製の耳環，刀子，土師器片が出土している。石棺は既に開口されており，盗掘された状態で人骨が出土

している。時期的には第1号墳よりも新しい時期に構築されたもので，6世紀末から7世紀初頭と考えられる。

5　中世

墓域となり，塚1基，掘立柱建物跡3軒，溝跡3条，土坑（墓墳）36基，井戸跡1基が検出された。塚は，

第1号墳の墳丘跡に盛土によって構築され，墓嬢は塚を取り囲むように位置し，円心円状の二重の溝（SD8，

SDlO・11）によって区画され，墓域が形成されている。中世墓は古墳や経塚など何らかの聖なるものを中核

に形成されている場合が多い（9）とされるが，第1号塚には，当墓城のシンボル的な意味合いがあったものと

考えられる。また，中世後半には，村落などの単位集団で墓域を形成していったという報告もあり（10），当遺

跡においては東側に位置している戸崎城跡との深い関連が想定される。遺物は塚周辺からは常滑嚢・須恵器片

のほか，多くの墓塔（五輪塔・宝匪印塔）が検出され，墓墳からは人骨とともに副葬品と考えられる小皿・古銭

が出土している。時期は常滑嚢片の形状や，五輪塔の形式などから15世紀から16世紬こかけて機能していたと
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考えられる。

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・ノ　　　　　　　　　　ー

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　－－

込んでお酌　そこは　豊富な食料資源を提供したと考えられる。しかし言毎遇が始まるとこの地から人々の姿

、ノーノ・、一

．‘　∴．；了　　′　　　　　　　　　　　　　　　　‘．．　．′　　　　　　．　　′　′

では海が見　込んでいた低地の谷津は可耕地とな勘　地域の開発が進められた。水が豊富で良好な耕地として

、　　　　　　　　　　　　　ノ、＼′　　　　　　　ノノ　（　り　′、

しかしタ古墳時代後期には墓域へと変貌する。前期にも方形周溝墓が構築されタ有力者の存在が想定される

が夢　この時期にはさらに太きな労働力を健うことのできる資　より強太な有力者層の存在が窺える。しかしタ墓

域として確立した後夕　再び空白の期間が訪れる。

‘′′　一一　　　　　　　　　　∴　一　ノノ　ー　　　　　　′　・）・．　　　　　′・　　　　　′　′・　．一・、一

る豊　になる。この背景には　当遺跡の東方に位置する戸略域が　太き　関係していると考えられる。

′　　．、．∴　　　　　′　　　　　　　　　′′・・・・・　　　　　　　　　　　‥　　．　　‥・∴

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　′　　　　　　　一　　　　　′　　　　　　、′　　．‥
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戸崎中山遺跡の自然科学分析

パリノ。サーヴェイ株式会社

はじめに

茨城県霞ケ浦町に所在する戸崎中山遺跡は，霞ケ浦に半島状に突き出している新治台地の南端部付近に位置

する。新治台地は，下末吉期に広がった海がその後に退いたことにより形成，拡大した三角州などの河成堆積

物により構成されており，小原台面相当（約10万年前）の上位台地に区分されている（貝塚ほか編，2000）。

戸崎中山遺跡は，南に霞ケ浦を望む台地上に位置し，発掘調査により縄文時代前期，古墳時代前期・後期お

よび中世後期の各時期の遺構・遺物が確認されている。本報告では，発掘調査の過程で，古墳時代前期の竪穴

住居跡覆土に認められた団塊状の土壌について，その特性を明らかにすることにより，その由来および当時の

環境に関わるものであるかを検証する。また，古墳時代後期（6世紀後半）の前方後円墳の箱式石棺から検出

された人骨を同意し，埋葬された人数，さらに埋葬者の性別巨年齢等に関する情報を得る。

』　土塊の分析

上　試料

試料は，古墳時代前期の住居跡とされる38号住居跡の覆土上部から採取した土塊と土塊を包含していた黒色

土の2点である。覆土層は厚さ約50cm，上部20cmの黒色土層，中部10cmの黒褐色土層，下部20cmの色調のや

や明るい黒褐色土層の3層に分層されている。これらのうち，上部の異色土層の上半部に，径1cmほどの土塊

が団塊を形成している状況が認められた。

土塊および異色士ともに，関東の台地上に広く認められる黒色火山灰土いわゆる黒ボク土である。また，土

塊の外形は亜角礫状の不定形を皇する。

以下に述べる分析では，土壌薄片作製鑑定では土塊試料1点のみを対象とし，Ⅹ線回折および土壌理化学分

析では土塊試料と黒色士試料の2点を対象とした。

2。分析方法

は）土壌薄片作製観察

土壌薄片は，樹脂を含浸させて固化した試料をダイアモンドカッターで切断，正確に0。03mmの厚さに研磨

して作製した。薄片は岩石学的な手法を用いて観察し，土壌中に含まれる砕屑物の種類構成を明らかにし，ま

た基質の構造などの特徴を把握する。

（2）Ⅹ線回折分析

試料を105℃で2時間乾燥させた後，メノウ乳鉢で微粉砕した。緻この微粉砕試料をアルミニウムホルダーに

充填し，Ⅹ線回折測定試料とした。作成したⅩ線回折測定試料について以下の条件で測定を実施した（足立，

ユ980；日本粘土学会，1987）。

検出された物質の同定解析は，Mate貢a且Sりata，Inc。のⅩ線回折パターン処理プログラムJADEを用い，該

当する化合物または鉱物を検索した。

装　置：理学電気製M血mex　　　　りivergencyS盈it：10
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Ta準も：Cu（Kα）

Monochrome紐r Graphite湾曲

VoltLIge：40KV

CL11・1・ellt∴‥一一土0111A

Deteetol・：S C

CalcLllati011Mode：cps

（3）土壌理化学分析

ScattermgSlit：lO

ReeievingSlit：0．3111111

ScannimgSpeed：20如in

ScanningMode：連続法

SamplimgRange：0・020

Scannimg鼠ange：3～450

土壌中におけるジチオナイトクエン酸に溶解する鉄（Fe）は粘土や鉱物粒子表面に付着した非晶質や結晶質

の遊離酸化鉄あるいは水酸化鉄に由来し，土壌の褐色あるいは赤色の原因になるとされている。一方，ジチオ

ナイトクエン酸に溶解するマンガンは非晶質と一部の結晶質（低結晶度のマンガン）に由来する。鉄斑やマン

ガン斑，あるいはこれらの結核が存在しうる場合には，ジチオナイトクエン酸により抽出量が増す傾向にある。

したがって，ここでは，土壌の理化学性として仝炭素量（腐植含量）とジチオナイトクエン酸可溶鉄eマンガ

ン量を求める。

全炭素量は元素分析装置による乾式燃焼法，ジチオナイトクエン酸可溶鉄eマンガンはmCB溶液摘出一原子

吸光光度法（亙nternationa且SoilRe簸renceandIn短matiomCen厩，1986）で行った。以下に各項目の操作工程を示す。

ユ）試料調製

試料を風乾後，軽く粉砕して2・00mm≠のふるいを通過させる（風乾畑土）。この一部を細かく粉砕し，

0。5mm≠のふるいを全適させる（粉砕士）。風乾畑土の水分を加熱減量法（105℃，5時間）により測定する。

2）全炭素量（腐植含量）

粉砕土100mg前後をスズカプセルに精秤し，CHNS／0元素分析装置（P監汲KINELME汲2400Ⅱ）に挿入す

る。挿入した試料を酸素気流中で高温燃焼させ，燃焼生成したガスをフロンタルクロマトグラフ法により展開

し，熱伝導度検出器（TCD）により測定する。測定値と加熱減量法で求めた試料中の水分から，乾土あたり

の炭素量（T－C％）を求める。これに工724を乗じて腐植含量（％）を算出する。

3）ジチオナイトクエン酸可溶鉄eマンガン（Holmgren法）

粉砕土0．50gにDCB抽出液30mlを添加して16時間振とうする。振とう後，0．4％高分子凝集剤を2滴加えて

軽く振とうした後，遠心分離する。上澄み液の一定量を蒸留水で希釈し，干渉抑制剤を加えた後，原子吸光光

度計により鉄eマンガンの濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの鉄・マンガ

ン（『e203，MnO％）の含量をそれぞれ求める。

3。結果

（1）土壌薄片作製観察

観察結果を表1に示す。以下に砕屑片と基質に分けて述べる。

＜砕屑片＞

鉱物片として，斜長石，斜方輝石，単斜輝石夕　角閃石，酸化角閃石および不透明鉱物が認められる。粒径は

0．05～0．3mm大の細粒砂サイズのものを主体とし，新鮮なものが多いことから，火山岩・火山砕屑岩に由来す

るものが大部分を占めていると考えられる。

岩片として，安山岩，凝灰岩および軽石が認められる。安山岩および凝灰岩はガラス質で，軽石との識別が

困難なものもある。安山岩および凝灰岩は，斑晶として斜方輝石，単斜輝石および角閃石を含んでいる。
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表1　土壌薄片観察結果

飼料名 蒔‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾琵‾‾‾‾‾‾ 砂　 粒　 の　 種　 類　 構　 成

孔 方 粘 含 備全　 淘 最

鉱　 物　 片 岩　 石　 片

斜 斜　 単　 角 酸　 不 安　 軽　 火　 種
璧　 汰 太

ノ又
長 蓋　 愚 閃 化 透

＝
出　 石 申 物

土
隙 向
ノヽ

十
残
重

恩

墜 考

漫　 度　 佳 石 輝　 輝　 石
有　 有

絢 I 明
閃　 鉱
石　 物

石　　　　 力　 珪
ラ　 酸
ス　 体

度 性 里

土塊試料 ○ ×　 0．8 △ ＋　　＋ ＋ ＋　　＋ ＋ ＋　　 ＋　　＋ △ × △ ＋
径0．5mm 太の褐色粘土粒子が

試料表面部に点在している。

注

量比　◎：多義　○：中量　△：少量　＋：微量
程度　◎：強い　○：中程度　△：弱い　×：なし

その他として，火山ガラス芦植物珪酸体および褐色粘土粒子が含まれる。火山ガラスは軽石の破片からなり，

骨片状を皇する。植物珪酸体はきわめて微量に含まれタ　粒径最大級配料mで散含されている。褐色粘土粒子は

粒径0。2～1。2mmで，粒状～楕円粒状を皇しタ　斜長石夕　斜方輝石夕　角閃石などを鉱物片として含む。基質は非晶

質な褐色粘土を主体とし，微細な雲母鉱物を散点状に含んでいる。

＜基質＞

基質は，異色～褐色を呈する非晶質粘土からなる。基質には　幅。鋸～。mm太のクラック状の乳隙が発達

している。充填物は認められない。

（2）Ⅹ線回折分析

Ⅹ線回折図を図1に示す。両試料とも類似した回折パターンを示す。検出鉱物としてほ石英（q脱rtZ），曹長

石　a摘ite），角閃石（horn陳nde），正長石（0血oc温ase），磁鉄鉱（magnetite上　線泥石（cm0fite），イライト

加地）タ　ギブサイト（gi眺繭扇十などが確認されており，それぞれの回折パターンを図の下段に掲げたので参照

されたい。

（3）土壌理化学分析

理化学分析結果を表2に示す。いずれの債も，関東地方の台地における黒色火山灰土いわゆる黒ボク土とし

て特異なものではない。また夢　土塊試料と黒色土試料との間に有意な差も認められない。

衷2　土壌理化学分析結果

試料名　 障 性 土色　 相 違 （％）転 2。3 。％賢 弟可溶

M nO （中

士塊試料　　　　　　 LiC 10Y R2／1　　 黒 ！ 15・78　 ！　 6・12 0。14

黒色土試料　　 …＿…＿…＿＿＿＿＿＿墜 10Y 鼠1や7／1　 墨＿＿＿＿＿＿＿i 14．50　 i＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿　6・56 0．14

土色：マンセル表色糸に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による。
土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。

CL・・・旭壌土　湖i土15＼25（．：上　シルト2（ト45与上　砂3＼・65射
LiCの　e軽埴土（粘土25－45％、シルト0～45％、砂10－55％）

4。考察

土塊試料は径1clll大で土壌層申において団粒状の粒子を形成している。、そのことから，膠着物質や，同心円

状の累帯構造などが予想されたがタ　その断面の薄片からほタ　そのような組織は観察されなかった。しかしタ　褐

色粘土粒子が試料表面部に点在する組織が認められた。この褐色粘土粒子は土塊の中心部には分布せずタ　表面

部に特徴的に分布しており，土塊の成因に係わる組織である可能性が示唆される。
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一方，土壌理化学分析では，土塊試料と黒色土試料との間でジチオナイトクエン酸可溶鉄，マンガンの抽出

量に差が見られず，また，腐植含量もほぼ同程度の量であることから，両試料における質的な違いを兄いだ

すことはできない。Ⅹ線回折分析の結果においても，両試料とも類似した回折パターンを示している。これら

のことから，少なくとも現段階では土塊試料の特異性は全く見出せない。

土塊の硬さは，指で軽くつまむと崩れる程度の弱い状態であることも考慮すれば，土塊試料は，ある成分の

濃集した結核などではなく，中度に発達した亜角塊状をなす土壌構造そのものである可能性が高い。土壌構造

は，一般には乾湿の繰り返しや植物根および土壌動物などの作用により形成されるといわれている。現時点で

は，試料が採取された住居跡覆土の上部でどのような作用が及んだかを明らかにすることはできないが，いず

れにしても住居跡埋積後のことであり，住居使用時の環境との関連性は低いと考えられる。

∴　人骨C川＝拐三

上　試料

試料は，古墳時代後期（6世紀後半）の前方後円墳（TM－2）の箱式石棺より一括採取された17点（試料番

号3～16・19～21），および2区～4区から出土した人骨である。これらの出土人骨は，既にクリーニングさ

れた状態にある。

20　分析方法

一部の試料については，一般工作用接着剤を用いて接合を行う。これら試料を肉眼で観察し，その形態的特

徴から，部位の同定を行う。また，2区～4区で出土した歯牙の内，比較的形状を保つ標本に関しては，デジ

タルノギスを用いて歯冠長と歯冠幅を測定する。同定および解析には金子浩昌先生の協力を得た。

3。結果

同定結果を表3に，また歯牙の計測値を表4に示す。本石棺内から検出された骨格遺体は，全体を通じて保

存が悪く，断片を残すのみである。完存する骨格は，3区で出土した址節骨（第1基節骨）1点のみである。

確認された部位は，頭蓋骨片，上顎歯，下顎歯，椎骨片，寛骨片，肋骨片，肩甲骨片，四肢骨片，手根骨片，

中手骨片，足根骨片，中足骨片，指骨片である。

4。考察

石棺内から出土した歯牙の内，下顎の左第1大臼歯および第2大白歯が，それぞれ3区で2点，4区で4点

ほど検出されていることから，最小個体数として6体が推定される。大部分が壮年期初期（20歳代前後）～熟

年期前期（30～40歳代）と推定される。胎児・新生児・乳幼児・小児などの若い遺体や老年期（60歳代以降）

と考えられる遺体は，埋納されていなかったと思われる。性別については不確かであるが，大部分が男性であ

るが，少なからず女性1体程度も含まれていると考えられる。

出土骨の内，頭骨は砕片骨となっている。顎骨も破片化しており，上顎骨の小片が僅かに1点検出される程

度にとどまる。下顎骨は確認されない。これら出土した頭骨全てを集めても，推定された最小個体の頭骨には

ならないと考えられる。検出された歯牙は50点ほどあるが，推定される最小個体からみるとごく一部である。

なお，下顎臼歯の検出が多いが，これは下顎臼歯が歯根の形態から脱落し易いことに由来する。四肢骨は多く

の破片があることから，棺内で腐食したことも考えられ，当初保存の良い骨がもっと多くあったと想像される。
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表3　出土人骨同定結果（自

備　　 考遺構　 区　 番号　　　　 部　　 位 左右　　　　 部　　 分 数量 性別 推定年齢

撒 正 子」 封　 3

石棺　　 恒

i 5

恒

i 7

恒

恒

i lO

i ll

巨 2

i 13

i 14

i 15

日 6

日 9

恒 0

！ 21

脛骨 右　 匝 体 1 男性

足根骨 （踵骨） 右　 極 片 ユ 男性

不明 破片 2

第 1 中足骨 左 両位端破損 1 女性

足根骨 （距骨） 右 破片 1 男性 成人

四肢骨 破片 1

脛骨 破片 1

四肢骨 破片 l

四肢骨 極 片 2 接合

肩甲骨 左 肩甲薙部 1 男性

脛骨 右 近位端 1 他破片1

脛骨 左 骨端 1

頭頂骨 極 片 男性 ？ 成人 ？

前頭骨 破片

脛骨 左　 極 位端 1 男性

上腕骨 左　 匝 位端 1 女性

胸椎 極 弓部 1

2 区 上顎歯 左　 匝 歯 1 破片
匝 2小臼歯 1 歯根部欠

3 区

i

i

i

i

頭蓋骨　　　　 ！　 極 片 30

後頭骨　　　　　 ！　 極 片 1
上顎歯　　　　 ！左　 匝 1小臼歯 1 女性 熟年期

第2小臼歯 1 破片

第1太臼歯 1 男性 熟年期 歯根部一部欠

1 女性 壮年期初期 歯冠部のみ

第 2太臼歯 ユ 男性 壮年期初期 歯冠部のみ

第 3太臼歯 1 男性 歯冠部のみ　　 i

右 犬歯 1 男性 歯根部一部欠　　 i

第 2 小白歯 1 破片　　　　　 j

第 ユ太白歯 1 破片　　　　 ］

第2 太臼歯　　　　 i

i

1 男性 壮年期初期 歯冠部のみ

1 男性 熟年期 歯根部一部欠

下顎歯　　　　　　　　　　 左 第1小臼歯　　　　 i

i

1 男性 歯冠部 ・歯根部欠

1 女性 歯冠部のみ

第 2小白歯 1 男性 壮年期初期 歯冠部のみ
第 「太白歯　　　　 i

i

1 破片

1 男性 歯冠部一部欠　　 i

第 2 太臼歯　　　　 i

i

1 男性 壮年期初期 歯冠部のみ

1 男性 熟年期 歯冠部のみ
右 i

i

i

i

i

i

i

側切歯 1 破片

犬歯 1 女性 歯冠部のみ

第1小臼歯 1 女性 歯冠部のみ

第 2小臼歯 1 男性 歯冠部のみ

第 1太白歯 1 男性 熟年期 破片

第 2太臼歯 1 男性 歯冠部のみ

第 3太臼歯 1 男性 歯冠部のみ

臼歯　　　　　 ！ 破片 1

歯牙　　　　　 ！ 破片 2

胸椎　　　　　 i 破片 1 他破片2　　　 i

椎体　　　　　 i＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 破片 59＋ 』

＊11数量

検出個数を示す。なお、数字の後に十を付けたものは、その他に細かい破片が含まれることを示す。
＊2）推定年齢

成人：1（歳以上　成年：1（主コ（）歳∴仕年：2（ト3鋸立言榊二：‘1（ト5鋸私　と年：（う（歳以上
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表3　出土人骨同定結果（2）

遺構 区 番号 部　　 位 左右 部　　 分 数量 性別 推定年齢 備　　 考

TM －2

石棺

3 区 肋骨 破片 3

肩甲骨 右 肩甲辣部 2

破片 1

指骨 近位端 1

達位端 2

脛骨 左 遠位端 1

足根骨 （舟状骨） 右 破片 1 男性

第 3 中足骨 右 近位端 1

中足骨 破片 2

址節骨 （第 1 基節骨） 完形 1

址節骨 近位端 1

四肢骨等 破片 130＋

4 区

l

i

I

l

i

i

i

頭蓋骨 破片 32

前頭骨 右 破片 1

上顎骨 破片 1 歯根部埋存

上顎歯 左 第 2 小臼歯 1 破片

1 女性 歯冠部のみ

右 犬歯 1 女性 ？ 歯冠部のみ

側切歯／犬歯／第 1 小臼歯 1 破片

第 2 太白歯 1 女性 壮年期初期 歯冠部のみ

第 3 太臼歯 1 男性 ？ 歯冠部のみ

1 女性 ？ 破片

下顎歯 左

】

第 1 小臼歯 1 女性 ？ 歯冠部のみ

1 男性 ？ 歯冠部のみ

第 1 太臼歯

i

l

1 男性 成年 歯根部一部欠

1 男性 壮年期初期 歯根部一部欠

1 男性 熟年期 歯冠部のみ

1 破片

第 2 大臼歯　　　　 l

l

l

l

1 男性 成年 歯冠部のみ

1 男性 壮年期初期 歯根部一一部欠

1 女性 熟年期 歯冠部のみ

1 男性 壮年期初期 歯冠部のみ

第 3 太臼歯 1 男性 歯冠部のみ

右 ！

！

第 1 太臼歯　　　　 I

l

1 男性 成年 歯冠部のみ

1 男性 壮年期初期 歯冠部のみ

第 2 太白歯　　　　 ！

i

1 女性 成年 歯冠部のみ

1 女性 成年 歯冠部のみ

第 3 太臼歯 1 女性 ？ 歯根部一部欠

臼歯 破片 2

歯牙 破片 2

椎骨 破片 5

寛骨 破片 1

肋骨 破片 1

中手骨 近位端欠 1 F

指骨 （基節骨） 近位端欠 1

足根骨 （舟状骨） 左 破片 1

中足骨 近位端 1

四肢骨 破片 271＋

土器片 1

土塊等 4 内1点赤色物質付着

＊1）数量

検出個数を示す。なお、数字の後に十を付けたものは、その他に細かい破片が含まれることを示す。

＊2）推定年齢

成人つ6歳以上，成年：16～20鼠　壮年：20～39歳，熟年：40～59歳，老年：60歳以上
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表4　出土歯牙の計測値

遺構 区　　 部 位 左 右 部　　 分
計 測値 （m m ） 巨 別

推 定 年齢 備　　 考
歯 冠 長． 歯 冠 幅

TM －2

石棺

2 区　 上顎歯 左 犬歯 － － 破 片

第 2 小臼歯 6．99 8．07 歯根 部欠

3 区　 上顎歯 左 第 1 小 白歯 6．82 8．85 女性 熟年期

第 2 小 臼歯 － － 破片

第 1 太 臼歯 11．05 9．94 男性 熟年期 歯根部 一部欠

9．84 12．43 女性 壮年期初期 歯冠部 のみ

第 2 太 白歯 9。70 1 1。67 男性 壮年期初期 歯冠部 のみ

第 3 太 白歯 10．89 9．58 男性 歯冠部のみ

右 犬歯 7．55 7．63 男性 歯根部一部欠

第 2 小白歯
－ － 破片

第 1 太白歯 － － 破 片

第 2 太臼歯 10．04 11．18 男性 壮年期初期 歯 冠部のみ

9．78 10．81 男性 熟年期 歯根 部一部欠

巨 顎歯 左 第 1 小 臼歯 7．17 7．02 男性 歯冠部 ・歯根部欠

7．06 8．27 女性 歯冠部 のみ

第 2 小 臼歯 7．16 6．60 男性 壮年期 初期 歯冠部 のみ

第 1 太 臼歯 － － 破片

11．32 － 男性 歯冠部一一部 欠

第 2 太 白歯 11．46 10．45 男性 壮年期初期 歯冠部 のみ

9．43 11．09 男性 熟年期 歯冠部のみ

右

i

側切歯 － － 破片

犬歯 6．84 7．10 女性 歯冠部のみ

第 1小 臼歯 7．37 7．17 女性 歯冠部のみ

第 2 小 臼歯 8．43 7．20 男性 歯冠 部のみ

第 1 太臼歯 12．30 － 男性 熟年期 破片

第 2 太 白歯 11．22 1 0．66 男性 歯冠部 のみ

第 3 大 白歯 11．10 10．37 男性 歯冠部 のみ

4 区　 上顎歯 左 第 2 小 臼歯

！
－ － 破片

9．32 12．54 女性 歯冠部 のみ

右 i

i

i

犬歯 8．23 8．26 女性 ？ 歯冠部 のみ

側切歯／犬歯／ 第 1 小臼歯 － － 破片

第 2 太臼歯 9．30 11．14 女性 壮年期初期 歯冠部の み

第 3 太臼歯　　　　　　 i

i

9．65 10．80 男性 ？ 歯冠部のみ　　　 i

－ － 女性 ？ 破 片　　　　　 ［

下顎歯 左

i

第 1 小臼歯　　　　　　 i

l

6．80 7．75 女性 ？ 歯冠部のみ　　　　 j

7：41 7．91 男性 ？ 歯 冠部のみ

第 1 大 臼歯　　　　　　 i

i

i

i

12．03 1 0．64 男性 成年 歯根 部一部欠

12．84 1 1．54 男性 壮 年期初期 歯根部 一部欠

11．13 9．97 男性 熟年期 歯冠部 のみ

－ － 破片

第 2 太 臼歯　　　　　　 i

i

i

i

1 1．40 9．88 男性 成年 歯冠部 のみ

11．14 10．49 男性 壮年期初期 歯根部一部 欠

10。71 9．56 女性 熟年期 歯冠部 のみ

11．70 10．50 男性 壮年期初期 歯冠部の み

第 3 太臼歯 10．39 10．00 男性 歯冠部のみ

右

！

第 1 太臼歯　　　　　　 i

i

11．96 11．26 男性 成年 歯冠部のみ

11．96 11．35 男性 壮年期初期 歯冠部のみ　　　 ；

第 2 太 臼歯　　　　　　 i

l

10．50 1 0．18 女性 成年 歯 冠部のみ　　　　 j

10．31 10．25 女性 成年 歯 冠部のみ　　　 ［

第 3 太 臼歯 9・84 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿！ 10・23 女性 ？ 歯根 部一部欠　　 ＿＿…＿＿［

＊）推定年齢

成人：16歳以上，成年つ6～20歳，壮年：20～39歳，熟年：40～59歳，老年：60歳以上
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ただし，全体の推定個体数からすると，四肢骨の検出個数もあまりにも少ない。

以上，検出された人骨は，頭骨をはじめとして主要四肢骨も断片化している。多数の遺骸があった割には残

されて骨格があまりにも少ないと考えられる。特にヲ　下顎骨，さらに保存状態が良好な四肢骨などほ，後世に

遺骸がまとめて運びだされているのではないかと思われる。終末期古墳では追葬を重ね一つの石棺内から多数

の遺体の検出される例も稀でない（例えば言也田替1993）。本石棺においても最低6体が追葬されたことが明

らかにされた。しかし，その遺骨の大部分は，既に運びだされ，再葬されたことも考えられる。この点につい

ては，考古学的な所見も踏まえた上で，改めて再検討したい。
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1．38号住居跡覆土上部黒色土中の団塊

（下方ポーラーのみ）

Qz：石英．　opx：斜方輝石．　Cpx：単斜輝石．

An：安山岩．　pm：軽石．　Cly：粘土塊．

2．38号住居跡覆土上部黒色土中の団塊

（直交ポーラー下）

U．5mm
「▼T芯　　　「
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東部遺構確認状況



第　1　号　墳

確　認　状　況

第1号墳周溝，
第10　号　溝

遺物出土状況

第　2　号　墳

完　掘　状　況



第2号墳主体部

確認状況（蓋石）

第2号墳主体部

遺物出土状況

第2号墳主体部

完　掘　状　況



第1号方形周溝墓

完　掘　状　況

第1号方形周溝墓

遺物出土状況

第　1　号　塚

現　　　　　　況



第　1　号　塚

現　　　　　　況

第28号住居跡

遺物出土状況

第28号住居跡
遺物出土状況



第28号住居跡

遺物出土状況

第103号住居跡

完　掘　状　況

第6号住居跡

遺物出土状況



PL8

第6号住居跡

遺物出土状況

第6号住居跡

遺物出土状況

第10号住居跡

遺物出土状況



第14号住居跡

完　掘　状　況

第30号住居跡
土　層　断　面

第44号住居跡

遺物出土状況



第44号住居跡

遺物出土状況

第73号住居跡
遺物出土状況

第75号住居跡

遺物出土状況



第95号住居跡

遺物出土状況

第99号住居跡

遺物出土状況

第62号土坑

遺物出土状況



第77・78号土坑

土　層　断　面

第91号土坑

遺物出土状況



第117・121号土坑

遺物出土状況

第121号土坑

遺物出土状況

第127号土坑

遺物出土状況



第1号井戸跡

完　掘　状　況

跡

況

作　業　風　景

（第1号墳）



PL15

第2・6・12・30・31・37・38・44・48・51・53・58・62号住居跡出土遺物



PL16

第62・67・69・73・75・77・95・97・101号住居跡，第1号墳出土遺物出土遣物



PL17

S12－40

S173－273．274

第2・48・67・69・73・75・76号住居跡出土遺物

S169－253　S173－273．274



PL18

S172－265

第48・62・67・71・72・73号住居跡出土遺物



PL19

第26・73・95号住居跡出土遺物



PL20

SI8－62

洩嫁※
ほ

S173－288

S1101－367

第6・8・10・21・51・67・73・94・95・101号住居跡出土遺物



PL21

S158－205

S12－42

S173－286

第2・44・46・58・67・73・75号住居跡出土遺物



PL22

SI44－150

第6・22・44・47・95・117号住居跡出土遺物



PL23

S162－211

第31・34・51・62・68・73・75号住居跡出土遺物



PL24

S199－360

第67・70・73・99・100号住居跡出土遺物



PL25

S192－331

第66・71・73・75・92・95号住居跡出土遣物



PL26

Si73－299

≡ll妄三＿√〕
SXl－24

第2・73・99・100号住居跡出土遺物，第1号壕出土遺物

S】2－45



PL27

S178－321

第28・59・78・88・93号住居跡出土遺物



PL28

第2・6・21号住居跡出土遺物



PL29

S169－253

第21・54・67・69・73号住居跡出土遺物



PL30

第73・75・99号住居跡出土遺物



PL31

第14・93・95号住居跡出土遺物



PL32

Si93－340

S173－275

SI94－343

SK79－35

Si42－147

第38・73・75・93・94号住居跡，第79・128号土坑，第10号溝跡，第2号墳出土遺物



PL33

SI15－84

SI22－99

．∴：＿昌一－＿㌢

竿‾二l二王：：

S121－98

第6・15・21・22・24・30・52・68・73号住居跡出土遺物



PL34

第3・7・9号住居跡出土遺物

響・・二J



PL35

第9号住居跡出土遺物



PL36

第20・25・28号住居跡出土遺物



PL37

第28・45・59・60・65号住居跡出土遺物



●
第40・46・88・89・90・98・103号住居跡出土遺物，第1号土坑，第1号墳出土遣物



PL39



主＿男声
TMtDP20

埴輪・土製晶



PL41

S195－DP214

S196－DP220

S176－DP193

●

S】52－DP118

S15トDPlO6～117



PL42

墓塔

SD10－058

SX1－Q14

SX1－Q3



PL43



PL44

SX1－Q42

SX1－040

SX1－Q41

墓塔，石製晶

SX1－Ql・2・3・4



PL45



PL46

金属製晶，古銭



古銭



遺構外－Q87

第19・57・72・76・77・79・85・86号住居跡，第10号溝，遺構外出土遺物
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